
今、　花ひらく小さな城下町　三春

（写真：第16回さくら湖マラソン大会14.2km一般男子の部スタート）

● 第 23 回参議院議員通常選挙／町営貝山プールオープン／平成 26 年度町職員募集／国民健康保険税のお
　知らせ／特定健診・がん検診のお知らせ

さ
わ
や
か
に

　
　
　
駆
け
る
さ
く
ら
湖



　

さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
主
催
の
「
第
16
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
、

６
月
９
日
中
郷
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
て
開
催
さ
れ
、
１
、２
７
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
、
16
部
門
に
分
か
れ
て
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
の
復
興
・
復
旧
を
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
全
国
各
地
か
ら
参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
も
、
さ
く
ら

湖
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
コ
ー
ス
を
走
破
し
、
そ
の
後
は
地
元
柴
原
地
区
の
皆
さ
ん
手
作

り
の
三
春
汁
を
堪
能
す
る
な
ど
、
三
春
町
の
復
興
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

　

当
日
は
炎
天
下
の
な
か
で
し
た
が
、
大
会
新
記
録

が
３
人
、
大
会
タ
イ
記
録
が
１
人
と
い
う
好
記
録
も

生
ま
れ
、「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
大
会
で
良
か
っ
た
」「
ま

た
来
年
も
参
加
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。

第
16
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
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走った後は冷たい飲み物がおいしいです 春田大橋を駆け抜ける選手たち

三春中学校 岩井海音選手

『3km 女子』力走です

親子の部仲良く一緒にスタート

白バイの乗車体験のようす

小学生女子勢いよくスタート
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昭
和
45
年
、
㈱
大
林
組
の
三
代
目
社
長
故
大

林
芳
郎
氏
（
元
名
誉
町
民
）
よ
り
多
額
の
寄
贈

を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
旧
三
春
町
公
民
館
（
翌

年
完
成
）。

　

ま
た
、
氏
の
父
の
故
大
林
賢
四
郎
氏
は
、
三

春
町
出
身
で
、
昭
和
10
年
に
三
春
小
学
校
の
講

堂
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
両
氏
の
郷
土
愛

の
精
神
を
た
た
え
、
公
民
館
の
三
階
は
「
大
林

ホ
ー
ル
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
行
事
や
様
々
な
団
体
の
総
会
等
、
大
勢
の

人
が
集
ま
る
と
き
は
い
つ
も
こ
こ
が
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
結
婚
式
も
成
人
式
も
昔
は
こ
こ
で

催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
中
は
、
三
道
会
、
中
で
も
剣
道
の
練

習
会
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
老

朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
、
４
月
に
新
三
春
中
学
校

の
隣
に
武
道
館
が
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、
取
り

壊
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
月
か
ら
解
体
工
事
が
始
ま
り
、
通
行
中
の

皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

長
い
間
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

さ
よ
う
な
ら

　
　
　「
大
林
ホ
ー
ル
」お世話になりました

▼ 

問　
財
務
課 

管
理
契
約
グ
ル
ー
プ　

 

　
　
　

 

☎
62-

２
１
３
２
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平
成
25
年
７
月
28
日
任
期
満
了
に
伴
う
第

23
回
参
議
員
議
員
通
常
選
挙
が
、
７
月
21
日

に
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
は
、「
福
島
県
選
出
議
員
選

挙
」
と
「
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
」
の
２

つ
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

投
票
入
場
券
（
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
各

世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
）
を
持
参
し
て
、
入
場

券
に
書
か
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
を
し
て

く
だ
さ
い
。
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で
で
す
。

▼ 

投
票
の
順
序

▽ 

福
島
県
選
出
議
員
選
挙

　

 

候
補
者
の
氏
名
を
書
き
ま
す
。

▽ 

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　

 

名
簿
搭
載
者
の
氏
名
、
ま
た
は
政
党
名

　

な
ど
若
し
く
は
、
略
称
を
書
き
ま
す
。

投
票
に
つ
い
て

投
票
で
き
る
方

▼ 

平
成
５
年
７
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼ 

平
成
25
年
４
月
３
日
ま
で
に
三
春
町
へ

　

転
入
届
を
提
出
し
た
方
は
、
三
春
町
で
投

　

票
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25
年
４
月

　

４
日
以
降
に
届
出
を
し
た
方
は
、
前
に
住

　

ん
で
い
た
市
町
村
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

▼ 

日
本
国
民
で
あ
る
方

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

　

投
票
当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
入
場
券
の
裏
面
が
期
日
前
投
票
を

行
う
た
め
の
理
由
を
記
載
す
る
宣
誓
書
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
記
載
の
う
え
期
日
前

投
票
に
お
越
し
い
た
だ
く
と
、
待
ち
時
間
が

少
な
く
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼ 

期
間　
７
月
５
日
（
金
）

　
　
　

 

〜
７
月
20
日
（
土
）
ま
で
の
16
日
間

　
　
　
　

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

▼ 

場
所　
役
場
３
階
会
議
室（
期
日
前
投
票
所
）

※ 

選
挙
公
報
は
、
郵
送
で
町
内
各
戸
へ
お
届
け

　

す
る
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
大
切
な
一
票
で
す
。
棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
！

７
月
21
日
（
日
）
投
票 

午
前
７
時
～
午
後
７
時

投
票
所
の
名
称
が
変
わ
り
ま
す

　

中
学
校
の
統
廃
合
に
よ
り
、
第
３
投
票
所

と
第
９
投
票
所
の
名
称
が
次
の
と
お
り
変
更

と
な
り
ま
す
。（
名
称
の
み
の
変
更
で
場
所

は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
）

▼ 

第
３
投
票
所

（
旧
） 

三
春
中
学
校
体
育
館

　
　
　
（
新
） 

旧
三
春
中
学
校
交
流
施
設

▼ 

第
９
投
票
所

（
旧
） 

要
田
中
学
校
体
育
館

　
　
　
（
新
） 

旧
要
田
中
学
校
交
流
施
設

三春町役場
八幡町公民館
旧三春中学校交流施設
八島台集会所
中郷地区交流館
貝山集会所
狐田集会所
蛇石集会所
旧要田中学校交流施設
北成田公会堂
沢石会館
御木沢地区公民館
駅前集会所
鷹巣公民館
斎藤地区集会所
岩江小学校体育館
下舞木南部集会所

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17

68.51
63.97
60.74
63.76
72.75
65.96
71.66
68.04
59.40
68.04
56.96
60.21
64.16
60.54
69.47
58.29
57.49
62.45
61.63

68.50
62.63 
60.66 
61.70 
66.90 
70.14 
73.06 
74.87 
63.02 
62.84 
64.91 
64.95 
63.98 
59.19 
67.08 
56.92 
55.17 
62.49
58.86 

第22回参議院議員
通常選挙選挙区投票率（％）

（平成22年 7月 11日執行）

計

投票区

◆ 投票所の名称および最近の国政選挙における投票率

第46回衆議院議員
総選挙小選挙区投票率（％）
（平成24年 12月 16日執行）

福島県内市町村投票率

問い合わせ先　選挙管理委員会事務局
　　　　　　　（総務課内）☎62-2111

福島県選挙管理委員会
イメージキャラクター

福
ふく

 島
しま

 希
の

 望
ぞみ



◆ 開場期間　７月 20 日（土）　～８月 25 日（日）
◆ 午前の部　午前９時～ 11 時 55 分　◆ 午後の部　午後１時～３時 55 分
※ 期間中は休まず開場しますが、気温・水温が 23℃以下の場合は休場します。
※ 町内小学校水泳交歓会のため、７月 22 日（月）の午後、23 日（火）全日
　は休場になります。雨天により水泳交歓会が延期された場合、25 日（木）
　を休場する場合がありますので、この期間の利用については、当日の朝、次
　の連絡先へお問い合わせください。
※ 国の基準に基づく水質検査を実施して開場します。
◆ 入場料　一般／１回 100 円　 高校生以下／１回 50 円
◆ 連絡先　町民体育館　☎ 62-6212（月曜日は休館となります）
★ 8 月 11 日（日）は「県民の日」を記念して、町営の体育施設を無料開放します。
◆ 問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

町営貝山プールオープン！

　

町
で
は
、
井
戸
水
・
引
き
水
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
衛
生
的
で
安
全
な
飲
料
水
を

飲
用
で
き
る
よ
う
、
水
質
検
査
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

検
査
の
種
類
と
項
目

　

町
が
あ
っ
せ
ん
す
る
水
質
検
査
は
次
の

「
10
項
目
検
査
」
と
「
特
定
項
目
検
査
」
の

２
種
類
で
す
。

▼ 

10
項
目
検
査

▽ 

検
査
項
目　

一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、
硝

　

酸
態
・
亜
硝
酸
態
窒
素
、
塩
化
物
イ
オ
ン
、

　

有
機
物
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
）、
ｐ
Ｈ
、
味
、
臭
気
、

　

色
度
、
濁
度

▽ 

検
査
料
金
（
税
込
み
）　
６
、０
０
０
円

▼ 

特
定
項
目
検
査

▽ 

検
査
項
目　
硝
酸
態
・
亜
硝
酸
態
窒
素

▽ 

検
査
料
金
（
税
込
み
）　
１
、５
０
０
円

申
込
方
法

検
査
方
法

　

役
場
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
よ

り
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
込
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
く
だ

さ
っ
て
も
結
構
で
す
。

　

申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、
町
か
ら
検
査
機

関
名
及
び
採
水
日
を
文
書
に
て
ご
連
絡
い
た

し
ま
す
。

　

検
査
機
関
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
て
蛇
口
な

ど
か
ら
採
水
し
、検
査
結
果
が
分
か
り
次
第
、

検
査
機
関
よ
り
直
接
報
告
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
料
金
は
、
採
水
時
に
直
接
検

査
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

放
射
性
物
質
検
査
に
つ
い
て

　

現
在
、
県
が
飲
用
井
戸
水
の
放
射
性
物
質

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
町
が
実
施

し
た
全
戸
検
査
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
な

ど
、
検
査
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
左
記
担
当

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

放
射
性
物
質
を
除
く
井
戸
水
の
水
質
検
査
あ
っ
せ
ん

　

各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
会
か
ら
推
薦
さ

れ
た
67
名
の
方
々
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
健
康
づ
く
り
推
進
員
と
し
て
、
自
分

自
身
や
家
族
及
び
地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動

を
行
い
ま
す
。
任
期
は
１
年
間
で
す
。

　

研
修
会
へ
参
加
し
、
健
康
づ
く
り
に
役
立

つ
学
習
を
す
る
ほ
か
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
健
康
づ
く

り
の
情
報
提
供
や
健
診
、
教
室
の
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
な
る
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

沢
石
地
区
の
健
康
づ
く
り

推
進
員
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　

☎
62-

５
１
１
０

沢石地区の健康づくり推進員の皆さん

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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採用予定人員

試験区分
職　　種

受験資格

受付期間

第１次試験

７月17日（水）～８月16日（金）
郵送の場合は、８月14日（水）までの消印のあるものに限ります。

若干名

高校卒程度

昭和49年4月2日から平成8年4月1日まで
に生まれた者。（学歴不問）（ただし、大学を
卒業した者又は平成26年3月までに大学を
卒業する見込みの者を除く）

： 11月下旬頃（日程については、第１次試験合格通知の際、お知らせします。）
： 三春町役場
： 小論文、スポーツ実技による適応力検査、面接など

第２次試験

試 験 日
試験会場

試験内容

そ の 他

試 験 日
試験会場
試験内容

昭和49年4月2日から平成6年4月1日までに
生まれた者(栄養士免許を有する者又は平成
26年3月までに取得見込みの者)

若干名
栄養士

資格免許職
一般事務

： 9月22日（日）
： 小野町多目的研修集会施設
（小野町大字小野新町字中通２番地）
： 教養試験、資格免許試験（高校卒程度は教養試験のみ）、一般性格診断検査、
  職場適応性検査
： 福島県町村会の統一試験により実施します。

試 験 日
試験会場

： 9月22日（日）
： ふくしま中町会館
（福島市中町７番17号）

　平成 26 年度町職員採用候補者試験（高校卒程度・資格免許職）を下表により行います。受験を希望される方（身
体障害者手帳の交付を受けている方を含みます）は、町役場備え付けの申込書により期日までお申し込みください。
部活動経験者の応募を歓迎します。
　申込書は、町のホームページからもダウンロードできます。
※ 詳細は、ホームページまたは、役場総務課備え付けの受験案内をご覧ください。
◆ 町ホームページＵＲＬ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
◆ 申込み・問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111
▼ 募集区分・職種など

平成 26年度町職員を募集します

★ 地域の中で「見守りの輪」を広げましょう !!
　私たちが、住み慣れたまちで安心して暮らし続けていくためには、地域の支え合いはとても重要です。
　地域の皆さまが、日常の生活や仕事の中で、高齢者の「ちょっと気がかり」なことに気づいたときには、いきいき
支援センターへご連絡ください。「見守りの輪」を広げ、地域の高齢者をあたたかく見守っていきましょう。
◎ 「ちょっと気がかり」なことって？
○ 具合が悪い？倒れているかも　新聞や郵便物がたまっている、昼間でも雨戸が閉まったままになっている、暗くなっ
　　　　　　　　　　　　　　　 ても電気がつかない、ここ数日、姿を見かけない。
○ 認知症の方かも　季節に合わない服装で歩いている、いつもウロウロと歩いている、会話がかみ合わなくなってきた。
○ 虐待かも　最近、どなり声がよく聞こえる、ころんだりしていないのにあざや傷が多い。
○ 悪質商法かも　最近、ふだん見かけない人がよく出入りしている。

★ 認知症の家族の会　「ほ～っと倶楽部」活動中 !
　「ほ～っと倶楽部」は、認知症の方を介護している方が自由になんでも話せる場所、「ほ～っと一息つける」「ほ～っ
と安心できる」場所です。「こんな時はどう対応したらいいのだろう」「これってどういうこと？」などの疑問はもちろん、
世間話や身の上話などなんでも OK ！たくさん話して、たくさん笑って、みんなで元気になりましょう。
　「ほ～っと倶楽部」は、どなたでも参加可能です。
◆ 今月の活動日　7 月 16 日（火）　午後１時 30 分から３時
◆ 活動場所　　　三春町福祉会館（三春町字南町１）

●● 三春町いきいき支援センターからのお知らせ ●●

問い合わせ先　三春町いきいき支援センター（三春町福祉会館内）　☎62-8586

5



◆ 低所得者に対する軽減
　世帯主及び被保険者の平成 24 年中の所得により、均等割及び平等割が軽減（２割・５割・７割）される場合が
あります。申請は不要ですが、確定申告または住民税の申告をしている必要があります。
◆ 後期高齢者医療への移行に対する措置（税制改正）
　低所得者の軽減判定をする際には、５年間は国保から後期高齢者医療に移行した方も含めて判定しています。こ
れは、後期に移行することにより判定基準が変わり、国保税の軽減対象から外れることを防ぐためでしたが、今年
度から恒久化されました。
　また、国保から後期高齢者医療に移行した方がいる世帯で、残った国保加入者が一人になる場合は、５年間は平
等割の税額の２分の１を軽減していましたが、５年を経過した後３年間は４分の１を軽減するよう延長されました。

問い合わせ先　税務課　課税グループ（国保税）☎62-8127　　   　
　　　　　　　　　 保健福祉課　国保医療グループ（医療費給付）☎62-3166

　保険税は届出をしたときからではなく、資格を取得した月の分から課税されます。
◆ 加入した時
　国保加入した月から保険税が算定されます。
◆ 脱退したとき
　国保脱退した月から保険税は算定されません。
※ 届出が遅れた場合はさかのぼって課税されますので、国民健康保険に加入、脱退する手続きはすみやかにお願
　 いします。

　国民健康保険税には次の軽減、減免制度があります。
◆ 非自発的失業者に対する軽減措置
　倒産、解雇、雇い止め等により失業した場合、失業の日の翌日の属する年度からその翌年度末までの間、前年の
給与所得を 30/100 として国保税を計算します。対象となる方は、平成 21 年３月 31 日以降に離職し、ハローワー
ク発行の雇用保険受給資格者証にある離職理由コードが以下に該当する方です。

　高齢化の急速な進行、医療技術の高度化等により、医療費が増大する一方、景気低迷による所得の減少で保険税
収入が伸び悩むなど、国民健康保険事業は厳しい状況のもとでの運営を余儀なくされています。この状況を改善す
るためには、増大する医療費を抑えていく必要があります。
◆ はしご（受診）はやめましょう
　同じ病気で複数の医療機関にかかることは控えましょう。医療費を増やしてしまうだけでなく、重複する検査や
投薬により、かえって体に悪影響を与える心配もあります。今受けている治療に不安や疑問があるときは、そのこ
とを医師に伝えて話し合ってみましょう。
◆ 診療時間内にかかりましょう
　医療機関を受診するのは、なるべく診療時間内にしましょう。夜間や休日に開いている医療機関は、救急や緊急
性の高い患者さんを受け入れるためのものです。平日の時間内に受診することができないか、もう一度考えてみま
しょう。
◆ かかりつけ医をもちましょう
　かかりつけの医師をもち、気になることがあったら、まずはかかりつけの医師に相談しましょう。かかりつけ医
は病気の治療だけでなく、病気予防のアドバイスや日常生活での健康管理、大きな病院との連携などをしてくれて、
大きな助けとなります。
◆ かかりつけ薬局を決めましょう
　薬は飲み合わせによっては副作用をおこすことがあります。かかりつけ薬局をもつと、飲み合わせのチェック、
薬の使い方などの疑問に十分な説明と指導が受けられます。また、ジェネリック医薬品（後発医薬品）の使用につ
いても相談することができます。ジェネリック医薬品は先発医薬品と同等の効能を持つ医薬品で、薬代を安く抑え
ることができます。

離職理由コード

１１　　　１２　　　２１　　　２２　　　３１　　　３２

対象者

特定受給資格者（倒産・解雇）

特定理由離職者（雇い止め） ２３　　　３３　　　３４　　　　　　

年度途中で国民健康保険に加入・脱退したときの保険税

国民健康保険税の軽減・減免

　該当する場合は、国民健康保険証、雇用保険受給資格者証及び印鑑を持参のうえ、税務課窓口で申請してください。

〜医療費を抑えるために〜
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　納付方法は、普通徴収または特別徴収となります。
◆ 普通徴収（納付書または口座振替）
　７月から翌年３月まで９回に分けて納付していただきま
す。（一括納付もできますが、今年から前納報奨金は廃止に
なりました）
◇ 納付書が使用できる場所
　 東邦銀行・たむら農協・郡山信用金庫・役場・コンビニ   
 エンスストア
◇ 口座振替が利用できる金融機関
　 東邦銀行・たむら農協・郡山信用金庫・ゆうちょ銀行
◆ 特別徴収（年金からの引き落とし）
　 次のすべてに該当する方は、年金引き落としとなります。
◇ 世帯主が国保に加入していること。
◇ 世帯内の国保加入者全員が 65 歳から 74 歳であること。
◇ 引き落としの対象となる年金が 18 万円以上あり、介護保険料と合わせて、年金額の 2 分の１を超えないこと。

国民健康保険税税の納付方法

国保税の項目

加入者の所得に応じて計算

加入者の固定資産税に応じて計算

被保険者１人当たりの金額

１世帯当たりの金額

年税額の課税最高額

医療分
（加入者全員）

後期高齢分
（加入者全員）

介護分
（40～64歳）

7.90%

16.00%

21,600円

24,400円

51万円

2.10%

6.00%

6,900円

5,400円

14万円

2.85%

0.90%

8,000円

7,400円

12万円

※ 年税額は、上記①～④の合計となります。（100円未満切り捨て）

▼ 平成25年度の国保税率

①所得割

②資産割

③均等割

④平等割

課税限度額

※ 納税義務者
　保険税は世帯主に課税されます。世帯主が国保に加入していない場合や世帯主が後期高齢者医療制度に加入して
いる場合でも、世帯主宛に納税通知書が送付されます。

① ②

③ ④

★ 国保税は、その年度にかかる医療費を予測し、保険税に係る負担
　分を①〜④の計算方法により試算します。その結果、平成 25 年度
　の国保税率は、下記のとおりとなります。

平成 25年度国民健康保険税のお知らせ
　国民健康保険 ( 国保 ) は、病気やケガに備えて加入者 ( 被
保険者 ) がお金 ( 国保税 ) を出し合って医療費などにあて
る「助け合いの医療保険制度」です。
　国保財政は国・県の補助金や負担金、町からの繰入金
等に加えて、加入者皆さんの国保税を財源に運営してい
ます。
　平成 25 年度の国保税率については昨年度と同率に据え
置くことになりました。国保加入者のいる世帯の世帯主
様宛に、７月中旬に納入通知書を送付いたしますのでご
確認ください。

※ 昨年の 10 月以降、年金からの引き落としになっている場合は原則として特別徴収（年金からの引き落とし）に
　なります。上記の要件から外れた場合は、普通徴収に変更となります。
※ 今年の 10 月から特別徴収が開始される場合は７月・８月・９月分は普通徴収となり、10 月以降は特別徴収（年
　金からの引き落とし）となります。
◇ 納付方法の変更
　申出により、年金からの引き落としを口座振替に変更することができます。金融機関（東邦銀行、たむら農協、
郡山信用金庫、ゆうちょ銀行）で口座振替の手続きをした後、口座振替利用申込書控え、被保険者証、印鑑を持参
のうえ、税務課窓口で申出をしてください。

65～74歳

国保被保険者国保被保険者
（世帯主）

会社の健康保険
などの被保険者

会社の健康保険
などの被保険者

◆ 世帯内の国保被保険者が全員65歳～74歳の場合 ◆
（ただし、世帯主も国保保険者の場合に限る）

国保の保険税が世帯主の年金から引き落としになります

例：世帯がこのような場合

今年度からコンビニで納付ができます！
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▼ 

実
施
期
間

　

７
月
１
日
（
月
）
〜
11
月
30
日
（
土
）

▼ 

対
象
者

▽ 

40
歳
以
上
75
歳
未
満
で
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方

▽ 

集
団
特
定
健
診
を
受
け
て
い
な
い
方

▼ 

受
診
に
必
要
な
も
の

▽ 

「
総
合
健
（
検
）
診
受
診
録
」
と
「
特
定

健
診
受
診
券
」、「
保
険
証
」

▽ 

集
団
健
（
検
）
診
で
、
が
ん
検
診
な
ど
を
受

け
た
方
は
、「
健
診
受
診
済
証
」
と
「
保
険
証
」

▼ 

申
込
方
法

　

実
施
医
療
機
関
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

年
に
１
度
の
健
康
診
査
。
ま
だ
健
（
検
）
診
を
受
け
て
い
な

い
方
、こ
れ
か
ら
実
施
す
る
施
設
健
（
検
）
診
を
受
け
、自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

施
設
特
定
健
診

施
設
が
ん
検
診（
胃
が
ん・肺
が
ん・大
腸
が
ん
）

▼ 

実
施
期
間

　

７
月
１
日
（
月
）
〜
11
月
30
日
（
土
）

▼ 

対
象
者

▽ 

40
歳
以
上
の
方

▽ 

集
団
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方

▼ 

受
診
に
必
要
な
も
の

▽ 

「
総
合
健
（
検
）
診
受
診
録
」
ま
た
は
「
健

　
診
受
診
済
証
」、「
保
険
証
」

▼ 
申
込
方
法

　

事
前
に
個
人
で
医
療
機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

連絡先
特定健診

がん検診
胃 肺 大腸

血圧/尿
診察/血液等

バリウム
検査

胃カメラ
検査

胸部Ｘ線
検査

便潜血
検査

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○ ○

○
○
○
○

○

西山医院
石川医院
矢吹医院
のざわ内科クリニック
三春町立三春病院
雷クリニック
春山医院

せんざき医院

医療機関名

62-2473
62-2630
62-3015
61-1500
62-3131
62-6333
62-3239
61-2777

○
○
○
○
○
○
○
○

▼ 実施医療機関

※ 田村市、小野町の医療機関をご希望の方は、保健センターにお問い合わせください。

▼ 

対
象
者

▽ 

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
40
歳
以
上

で
偶
数
年
齢
に
到
達
す
る
方

▽ 

平
成
24
年
度
対
象
者
で
未
受
診
の
方

▼ 

申
込
方
法

▽ 

電
話
で
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

希
望
の
日
時
を
お
申
し
込
く
だ
さ
い
。

※ 

申
し
込
み
後
、
集
団
検
診
希
望
の
方
に

は
「
乳
が
ん
検
診
受
診
録
」
を
、
施
設
検

診
希
望
の
方
に
は「
乳
が
ん
検
診
受
診
券
」

を
お
送
り
し
ま
す
。

※ 

予
約
は
定
員
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

※ 

月
経
の
あ
る
方
は
、
月
経
前
は
、
乳
房

が
張
る
た
め
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
撮
影
に

痛
み
を
伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
月
経
開

始
後
５
日
目
か
ら
１
週
間
が
乳
房
の
張
り

が
少
な
く
最
適
で
す
。
で
き
る
だ
け
体
調

を
考
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

検
診
内
容

　

医
師
に
よ
る
問
診
・
視
診
・
触
診
お
よ
び

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

▼ 

受
診
方
法

▽ 

集
団
乳
が
ん
検
診

　

予
約
し
た
検
診
日
時
に
「
乳
が
ん
検
診
受

診
録
」
を
持
っ
て
検
診
会
場
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

▽ 
個
別
（
施
設
）
乳
が
ん
検
診

　

事
前
に
個
人
で
医
療
機
関
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
予
約
し
た
検
診
日
時
に
「
乳
が
ん

検
診
受
診
券
」「
保
険
証
」
を
持
っ
て
医
療

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

自
己
負
担
金

▽ 

集
団
検
診　

５
０
０
円

▽ 

個
別
（
施
設
）
検
診　

１
、０
０
０
円

乳
が
ん
検
診

▼ 

実
施
期
間
と
実
施
会
場

保健センター
岩江センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター
保健センター

9月20日
9月21日
9月26日
9月27日
9月29日
9月30日
10月１日

金
土
木
金
日
月
火

① 午前９時

② 午前10時

③ 午後1時30分

④ 午後2時30分

検査実施日 実施会場 受付時間

▼ 集団乳がん検診▼ 施設乳がん検診

電話番号
62-3131
0120-33-4895
024-934-5611

医療機関名
三春町立三春病院
星総合病院
総合南東北病院

実施期間
平成25年８月１日～平成26年１月３１日

▼受診に必要なもの
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問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
62-

５
１
１
０

ま
た
は



り
ま
す
。

　

限
度
額
は
個
人
単
位
で
医
療
機
関
ご
と
に

適
用
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が
限
度
額
ま
で

に
な
り
ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
は
医
療
機
関
に
て
所
得
区
分
を
確
認
す

る
も
の
で
、
所
得
区
分
に
よ
り
限
度
額
が
異

な
り
ま
す
。
認
定
証
は
申
請
に
よ
り
交
付
さ

れ
、
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
限
度
額

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼ 

認
定
証
交
付
申
請

▽ 

交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

① 

被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

② 

印
鑑　

③ 

所
得
証
明
書
（
平
成
25
年
１
月
１
日
以

　

降
に
転
入
の
方
の
み
）

※ 

認
定
証
は
申
請
月
の
１
日
か
ら
有
効
と

　

な
り
ま
す
。

※ 

認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で

　

で
す
。
引
き
続
き
認
定
証
が
必
要
な
方
は

　

再
度
交
付
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※ 

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
一
般
・
現
役
並

　

み
所
得
者
の
方
は
「
高
齢
受
給
者
証
」
で

　

所
得
区
分
が
確
認
で
き
る
た
め
、
認
定
証

　

の
交
付
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 
医
療
機
関
に
て
認
定
証
を
提
示

　

認
定
証
を
提
示
し
な
い
場
合
、
自
己
負
担

額
を
全
額
支
払
い
、
後
日
、
限
度
額
を
超
え

た
負
担
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
申
請
し
、

払
い
戻
し
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼ 

医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で

　
と
な
る

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
方
は
入
院
時
の
食
事
代
も
減
額
と
な

医療機関名電話番号

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

（医）遠藤医院

三春町立三春病院

公立小野町地方総合病院

あべウイメンズクリニック

（医）杏和会今村ホームクリニック

（医）慈敬会乾マタニティクリニック

太田綜合病院附属熱海総合病院

太田綜合病院附属太田西ノ内病院

（医）岡崎産婦人科

小野レディスクリニック

（医）桜井産婦人科医院

（財）湯浅報恩会寿泉堂クリニック

医療機関名No No 電話番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

（医）鈴木産婦人科医院

総合南東北病院

たなかレディースクリニック

（医）仁正会塚原産婦人科・内科・外科医院

（財）慈山会医学研究所付属　坪井病院

（医）慈繁会ト－タルヘルスクリニック

美術館通クリニック

（医）古川産婦人科　

財団法人星総合病院

ロマリンダクリニック

ひさこファミリ－クリニック

桑野協立病院

0247-85-2016

0247-62-3131

0247-72-3181

024-923-4188

024-922-8999

024-925-0705

024-984-0088

024-925-1188

024-945-8080

024-937-3755

024-932-1637

024-939-4616

024-946-1363

024-934-5322

024-952-7234

024-922-5789

024-946-0808

024-927-0305

024-956-0303

024-922-1155

024-983-5511

024-924-1161

024-952-4415

024-933-5422

実施期間
平成25年８月１日～平成26年１月３１日

子
宮
が
ん
検
診

▼ 医療機関および連絡先

だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
「
子
宮
が
ん
検
診

受
診
券
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼ 

受
診
方
法

　

事
前
に
個
人
で
医
療
機
関
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
予
約
し
た
検
診
日
時
に
「
子
宮
が

ん
検
診
受
診
券
」「
保
険
証
」
を
持
っ
て
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
62-

５
１
１
０

入
院
す
る
と
き
、
通
院
で
医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き

 

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
申
請
を
し
ま
し
ょ
う

9

▼ 
対
象
者

▽ 
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
20
歳
以
上

　

で
偶
数
年
齢
に
到
達
す
る
方

▽ 

平
成
24
年
度
対
象
者
で
未
受
診
の
方

※ 

今
年
６
月
、
７
月
に
実
施
し
た
集
団
子

　

宮
が
ん
検
診
を
受
け
た
方
は
対
象
と
な
り

　

ま
せ
ん
。

▼ 

申
込
方
法

　

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く

▷ （例示）43 歳の人（所得区分 一般）が入院し、医療費が
50 万円かかった場合（入院時の食事代や差額のベッド料は
医療費に含まれません）

● 自己負担額　医療費50万円×自己負担割合３割で15万円となる。
● 限度額　80,100 円＋（50 万円− 267,000 円）× １％で

82,430 円となる。
○ 認定証を提示した場合
　限度額 82,430 円を医療機関で支払う。
○ 認定証を提示しない場合
　自己負担額 15 万円を医療機関で支払う。後日、限度額との

差額 67,570 円を高額療養費で申請し、払い戻しを受ける。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

        　

☎
62-

３
１
６
６



に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
　
　
　
　
　
岩
江
地
区
の
紹
介

※ 8 月以降も毎週開催（祝日は除きます。）

岩江
中妻
要田

三春

沢石
御木沢
中郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所

沢石会館
駅前集会所

自然観察ステーション

曜日地区 会場 7月開催日
1日・8日・22日・29日
2日・9日・16日・23日
9日・16日・23日・30日
3日・10日・17日・24日
10日・17日・24日・31日
4日・11日・18日・25日

5日・12日・19日・26日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
　

☎ 

62-

３
９
５
０

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
が
始
ま
り
早
や
２
年
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
三
春
町
全
体
で
約
２
２
０
名
の
方
が
登
録
し
て
お

り
、
各
地
区
で
運
動
や
口
腔
、
栄
養
に
つ
い
て
専
門
の
講

師
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
り
、
時
に
は
花
見
や
美
術
館
見

学
に
出
か
け
た
り
、
ゲ
ー
ム
や
手
芸
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
岩
江
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
岩
江
セ
ン
タ
ー
に
は
65
歳
か
ら
92
歳
ま
で
約
20
名

が
登
録
し
て
お
り
ま
す
。
年
齢
に
幅
が
あ
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
和
気
あ
い
あ
い
仲
よ
く
元
気
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
の
見
学
や
申
込
み
は
随
時
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

佐
藤
登
代
江
さ
ん（
下
舞
木
）

　

以
前
は
杖
を
つ
い
て
い
た
の
で
す
が
、「
に
こ

に
こ
元
気
塾
」
で
運
動
を
続
け
て
い
た
ら
杖
無

し
で
し
っ
か
り
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
お
友
達
も
沢
山
で
き
ま
し
た
。

安
齊
千
代
子
さ
ん（
上
舞
木
）

　
広
報
の
「
に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信
」
を
読

み
、
今
年
３
月
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
毎
週

の
運
動
で
も
、
出
来
な
か
っ
た
所
は
次
週
に

は
出
来
る
よ
う
に
と
意
欲
が
出
て
き
ま
し
た
。

新
田
絹
子
さ
ん
（
山
田
）

　
色
々
な
運
動
や
頭
の
体
操
を
す

る
の
で
、
毎
回
楽
し
く
参
加
し
て

い
ま
す
。
お
友
達
と
の
お
し
ゃ
べ

り
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

笠
井
清
一
さ
ん
（
下
舞
木
）

　
「
に
こ
に
こ
元
気
塾
」
に
最
初
か
ら

通
っ
て
運
動
し
て
い
る
お
陰
で
、「
背

筋
が
ピ
ン
と
伸
び
て
い
つ
も
若
い
ね
」

と
周
り
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

健康運動指導士の松井先生指導による運動風景。「はい、
首のストレッチです。肩と頭の力を抜いて右に倒します」

　

現
在
、
都
市
部
を
中
心
に
風
し
ん
が
流
行

し
、
県
内
で
も
流
行
の
兆
し
が
あ
り
ま
す
。

　

妊
娠
中
、
特
に
妊
娠
20
週
ご
ろ
ま
で
に
風

し
ん
に
か
か
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
に
耳
が
聞
こ

え
に
く
く
な
る
、
心
臓
に
奇
形
が
生
じ
る
、

目
が
見
え
に
く
く
な
る
な
ど
の
障
が
い
（
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
）
が
現
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

▼ 

女
性
の
方
へ

▽ 

20
歳
代
か
ら
40
歳
代
の
女
性
の
約
15
％

は
、
風
し
ん
へ
の
十
分
な
免
疫
を
持
っ
て

い
ま
せ
ん
。

▽ 

妊
娠
中
に
は
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
、
女
性
は
妊
娠
前
に
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼ 

男
性
の
方
へ

▽ 

風
し
ん
に
か
か
っ
た
方
の
７
割
以
上
が

男
性
で
、
そ
の
う
ち
８
割
が
20
歳
代
か
ら

40
歳
代
で
す
。

▽ 

妊
婦
は
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、
妊
婦
の
夫
の
方
は
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆ 

成
人
の
風
し
ん
予
防
接
種

　
 

を
助
成
し
ま
す

　

か
か
り
つ
け
医
師
と
相
談
し
て
、
早
め
に

ワ
ク
チ
ン
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼ 
対
象
と
な
る
方　
三
春
町
に
住
所
を
有

し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

① 

接
種
日
当
日
、
満
19
歳
か
ら
49
歳
の
将

来
的
に
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

② 

妊
婦
の
夫

※ 

①
、
②
の
う
ち
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
２

回
接
種
済
の
方
と
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
な
方
を
除
き
ま
す
。

▼ 

助
成
対
象
ワ
ク
チ
ン　
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
、
風
し
ん
ワ
ク
チ

ン
い
ず
れ
か
１
回

▼ 

助
成
金
額　
ワ
ク
チ
ン
接
種
料
と
し
て

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
額
の
う
ち
、
町
の

基
準
と
な
る
額
（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ

ク
チ
ン
１
０
、０
０
０
円
、
風
し
ん
ワ
ク

チ
ン
７
、０
０
０
円
）

※ 

接
種
料
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。各
医
療
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼ 

接
種
勧
奨
期
間　
平
成
25
年
９
月
30
日

ま
で

※ 

で
き
る
だ
け
早
く
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼ 

助
成
申
込　
７
月
31
日
（
水
）
ま
で
に
、

三
春
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
助
成
申
請
に
必
要
な
書

類
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

※ 

平
成
25
年
４
月
以
降
、
す
で
に
風
し
ん
予

防
接
種
を
接
種
済
み
の
方
も
助
成
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

助
成
方
法　
接
種
を
受
け
た
医
療
機
関

に
、一
旦
全
額
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
後
、

必
要
書
類
を
添
え
て
保
健
福
祉
課
（
保
健

セ
ン
タ
ー
）
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

５
１
１
０

妊
娠
を
考
え
る
な
ら

 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
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● 環境放射線量に関する問い合わせ先　
　学校などの施設／教育課　学校教育グループ☎62-6310
　学校以外の施設／除染対策課☎62-1122

● 町内小中学校等・主な施設における環境放射線量測定値
（単位：マイクロシーベルト／時間）

平成23年
５月23日
0.58
0.78
0.50
1.05
1.18
0.61
0.39
0.59
1.23
0.66
0.50
0.95
1.11
0.36
0.69

（0.13）
（0.11）
（0.09）
（0.14）
（0.13）
（0.12）
（0.11）
（0.12）
（0.16）
（0.15）
（0.12）
（0.29）
（0.21）
（0.12）
（0.15）

平成25年
6月11日

平成25年
5月14日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.13
0.13
0.10
0.14
0.12
0.13
0.10
0.11
0.15
0.16
0.16
0.16
0.16
0.10
0.14

（0.08)
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.12）
（0.08）
（0.07）
（0.11）
（0.09）
（0.10）
（0.08）

0.14
0.14
0.10
0.15
0.12
0.09
0.14
0.11
0.16
0.15
0.17
0.21
0.21
0.10
0.15

（0.08)
（0.07）
（0.07）
（0.09）
（0.12）
（0.07）
（0.10）
（0.11）
（0.12）
（0.08）
（0.09）
（0.16）
（0.11）
（0.10）
（0.11）

※ かっこ内は室内の数値 環
境
放
射
線
量
測
定
値
を

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

現
在
、
町
で
独
自
に
測
定
し
て
い
る
小
中
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
や
主
な
施
設
の
環
境

放
射
線
量
測
定
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成23年
５月23日

平成25年
6月10日

平成25年
5月13日

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

1.30
1.12 
1.30
1.07 
0.85
0.52 
0.65 
0.41 
0.38 
0.59 
0.45 
0.54 
0.49
0.77 
1.33 
1.03
0.75 

0.52
0.45
0.57
0.47
0.27
0.17
0.28 
0.22
0.22 
0.18 
0.23
0.27 
0.17
0.37 
0.48 
0.42
0.33 

0.52
0.44
0.55
0.46
0.28
0.18
0.28 
0.23
0.23 
0.19 
0.23
0.31
0.18
0.36 
0.47 
0.43
0.34 

○ 環境放射線量の測定は、地上高１ｍで計測しています。

　

三
春
町
大
字
富
沢
地
内
に
設
置
し
た
北
部
三

地
区
（
沢
石
・
要
田
・
御
木
沢
地
区
）
の
仮
置

き
場
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
富
沢
・
北
成
田
・

平
沢
２
区
・
七
草
木
地
区
の
除
染
作
業
で
発
生

す
る
除
去
土
壌
な
ど
の
受
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
受
入
し
た
除
去
土
壌
等
が
安
全
に

管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

仮
置
き
場
で
は
平
場
周
り
な
ど
の
空
間
線
量

を
毎
週
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
そ
の
測
定
結
果
に
つ
い
て
、
毎

月
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

北
部
三
地
区
仮
置
き
場

　
の
空
間
線
量
に
つ
い
て

◆ 北部三地区仮置き場の空間線量測定結果（５月分）
▼ 

問　
除
染
対
策
課　

 
☎
62-
１
１
２
２

※ 仮置き場平場周りなどの７箇所（高さ１ｍ）を測定しています。
※ 測定結果は仮置き場の造成工事により、周辺の空間線量を大きく下回っています。

測定点①
0.18
0.21
0.19
0.22

測定点② 測定点③ 測定点④ 測定点⑤ 測定点⑥ 測定点⑦
0.20
0.19
0.17
0.21

0.22
0.20
0.18
0.19

0.17
0.16
0.16
0.16

0.19
0.15
0.17
0.18

0.18
0.20
0.16
0.18

0.14
0.14
0.13
0.14

平成25年５月8日
平成25年５月15日
平成25年５月22日
平成25年５月27日

測定日

　

最
近
、
町
内
で
カ
モ
シ
カ
が
目
撃
さ
れ
て
い

ま
す
。
５
月
24
日
に
は
八
島
台
や
荒
町
な
ど
で

目
撃
さ
れ
、
足
を
傷
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
三
春
町
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き
、
保
護
を

目
的
と
し
た
捕
獲
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

保
護
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

カ
モ
シ
カ
は
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
た
貴
重
な
動
物
で
す
。
本
来
は
急
峻
な

山
地
で
暮
ら
す
す
ば
し
っ
こ
い
動
物
で
、
性
質

は
お
と
な
し
く
、
人
に
警
戒
心
や
恐
怖
心
を
も
っ

て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
カ
モ
シ
カ
を
発
見
し
た
場
合
は
、

必
要
以
上
に
近
づ
い
た
り
、
驚
か
せ
た
り
、
カ

モ
シ
カ
の
逃
げ
道
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
な
行
動
は
と

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
も
し
、
ケ
ガ
を
し
て
い

た
り
、
動
か
な
か
っ
た
り
、
死
亡
し
て
い
る
カ

モ
シ
カ
を
発
見
し
た
際
は
、
む
や
み
に
近
づ
か

な
い
で
、
役
場
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

カ
モ
シ
カ
の
目
撃

　
　
に
つ
い
て
の
お
願
い

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ　

 

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

　
　
　

 

歴
史
民
俗
資
料
館　

 

　
　
　

 

☎
62-

５
２
６
３

目撃されたカモシカ
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問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　5 月から６月にかけて中学校では、中体連のさまざまな大会が行われました。
　5 月 16 日には陸上競技大会、5 月 29 日、30 日には総合大会が行われ、各運動部が栄冠を目指してしのぎを削
り合いましたが、中学生活の思い出の大事な 1 ページを飾る大会でもありました。
　また、田村支部の大会を勝ち抜いた団体・個人は 6 月 12 日、13 日に県中地区中体連総合大会に出場しました。
陸上大会で 1 位となった選手は、７月２日（火）からいわき市陸上競技場で開かれる県大会へ出場します。

● 田村支部中体連陸上競技大会・総合大会の結果！

● 三春中学校の結果

★ 中体連陸上競技大会

　開校してはじめの中体連大会となる陸上競技大会では、７種目の優勝、
10 種目の２位、多数の入賞を果たす大活躍でした。
　優勝した種目と生徒は次のとおりです。
1 年男子 100 ｍ 橋本優健くん　男子共通 400 ｍ 渡辺大貴くん
1 年男子 1500 ｍ 原田道くん　共通男子 110 ｍＨ 佐久間遊大くん
共通走幅跳 大石田航希くん　共通女子 100 ｍＨ 只野玲那さん
混成競技女子 武田彩音さん

★ 中体連総合大会

　団体優勝をした女子ソフトテニス部は、個人でも優勝、準優勝、３位を
独占するなど大活躍でした。
　ソフトボールや男子バレーボールは準優勝するなど、多数の種目で入賞
し、県中大会に出場しました。

● 岩江中学校の結果
★ 中体連陸上競技大会

　田村支部中体連陸上競技大会が行われ、助川陽香さん（3 年）が女子走
高跳で優勝しました。助川さんは 7 月に行われる県大会へ出場します。

　卓球男子シングルスで、1 名が 3 位入賞をしました。
　また、男子ダブルスでは、1 ペアがベスト８に入りました。シングルス
の 1 名とダブルスの 1 ペアは、県中地区中体連大会に出場しました。

★ 中体連総合大会

● きめ細やかな指導の実現

　小学校や中学校の１クラスの人数は、国の規定では 40 名以下とされています。（ただし、小学校 1 年生は 35 人）
そこで、福島県をはじめ多くの都道府県では、国の規定を下回る人数で学級を編制しています。例えば、福島県で
は小学校１・２年生と中学校１年生は 30 名以下で学級を編制しています。これは、児童生徒が入学して学校生活
に適応するまで、きめ細やかな指導が必要だからです。
　また、福島県ではさらにその他の全ての学年で 33 人以下の学級を編制できるようにし、義務教育９年間にわた
る一貫した指導を実現しています。
　新年度がスタートして３か月、三春町でも、少人数の学級編制をいかし、児童生徒が充実した学校生活を送るこ
とができるように、さらにきめ細やかな指導の充実を図っていきます。

共通女子ハードルのようす

団体優勝した女子ソフトテニス

走高跳のようす

卓球の試合のようす
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ご予約・問い合わせ先　町立三春病院事務部　☎62-3131

町立三春病院News町立三春病院News
土用の丑の日（今年は７月 22 日）

　７月の土用の丑の日にうなぎを食べると夏バテをしないといわれて
います。実はこの風習、江戸時代の万能学者であり、発明家でもある
平賀源内が仕掛けたものという逸話があります。知り合いのうなぎ屋
さんが夏はうなぎが売れないと困っていたのを見て、店の前に「土用
丑の日、うなぎの日」という貼り紙をしたのです。これが大当たりして、
土用の丑の日にうなぎを食べる風習となったそうです。

 ５月９日〜６月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

【
福
祉
】

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

物
品

　

増
子
忠
一
（
山
田
）

　

宍
戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）

　

富
沢
む
つ
み
会
（
富
沢
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
／
ひ
ま

わ
り
の
会
／
三
春
ス
ポ
ー
ツ
民
踊

／
貝
山
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
／
花
し
づ

く
／
上
野
ト
ク
（
平
沢
）
／
村
上

貞
子
（
八
島
台
）
／
齋
藤
キ
ミ
子

（
大
町
）
／
橋
本
ミ
ツ
子
（
担
橋
）

／
橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）
／
山

下
洋
子
（
小
浜
海
道
）
／
橋
本
光

子
（
御
免
町
）
／
國
分
シ
ヅ
子
（
新

町
）
／
宍
戸
キ
ミ
子
（
下
舞
木
）

／
宗
像
文
子
（
船
引
町
）
／
石
塚

ハ
ツ
ヨ
（
荒
町
） 

【
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
】

▽ 

市
川
幹
雄
（
北
海
道
）

▽ 

市
川
文
雄
（
北
海
道
）

【
災
害
義
援
金
（
支
援
金
）】

▽ （
株
）
矢
代
仁
（
京
都
府
）

▽ 

北
名
古
屋
シ
テ
ィ
管
弦
楽
団
（
愛
知
県
）

▽ 

東
和
熟
年
会
（
山
口
県
）

さくら湖マラソン大会救護ブース
　６月９日に開催された、「第 16 回さくら湖マラソン大会」において、三春病院が救護ブースを担当しました。
選手の皆さんは健康チェックに余念なく、大勢の参加者に救護ブースをご利用いただきました。当日は朝から太
陽が照りつける炎天下のため、参加者には厳しい条件となり、２名の方が熱中症で救急搬送が必要になりましたが、
２名とも搬送先で無事に回復されました。
　また、マラソン大会には三春病院より４名、星総合病院関連施設より４名の職員が出場し、全員無事に完走を
果すことができました。
　熱い（暑い）１日でしたが、大きな事故もなく無事に終えることができました。

ポラリス保健看護学院２年生実習
　５月 22 日から６月５日に渡り、ポラリス保健看護学院２年生の実習が行われました。今回の実習は老年看護学
実習で、指導者のもとで意見を出し合って、老年期にある患者さんを多角的に捉えることを学びました。
　また、実習最終日には患者さんや指導者への感謝の気持ちを歌で表し、皆さんから温かい拍手をいただき、感謝、
感激、胸がいっぱいで実習を終えることができました。

＜日曜診療日＞
田村地方在宅休日当番日
★７月７日、７月 21 日
★受付時間　　
　8 時 45 分～ 11 時 30 分

完走した職員救護ブースのようす 健康チェックのようす

合唱のようすカンファレンスのようす カンファレンスの資料
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◆ 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
向
け
県
大

　
会
で
大
活
躍
！

　

第
59
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
が
県

内
各
地
で
開
催
さ
れ
、
本
校
か
ら
も
13
競
技

２
２
２
名
（
全
校
生
７
１
３
名
）
の
生
徒
が
参

加
し
ま
し
た
。
県
内
唯
一
の
体
育
科
を
中
心
に
、

生
徒
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
素
晴
ら
し
い
活
躍

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
報
告
し
ま
す
。

＊
（　

）
は
学
年
と
出
身
中
学
校

◆ 

第
59
回
福
島
県
高
等
学
校

　
体
育
大
会
結
果

● 

陸
上
競
技

○ 

女
子
１
５
０
０
ｍ
（
大
会
新
）・
３
０
０
０
ｍ
優
勝

　

田
邉
美
咲
（
３
年
平
一
）

※ 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

● 

柔
道

○ 

男
子
団
体　

優
勝
（
13
年
連
続
）

○ 

個
人
１
０
０
㎏
超
優
勝　

鈴
木
源
大（
３
年
二
本
松
一
）

○ 

個
人
１
０
０
㎏
優
勝　

荒
諒
太
（
３
年
小
高
）

○ 

個
人
90
㎏
優
勝　

田
辺
巧
（
２
年
喜
多
方
三
）

○ 

個
人
66
㎏
優
勝　

岩
﨑
康
介（
３
年
四
倉
）

○ 

女
子
個
人
78
㎏
超
優
勝　

佐
藤
安
里（
３
年
相
原
）

※ 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
男
子
６
名
、
女
子
１
名
が
出
場

● 

ボ
ー
ト

○ 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
優
勝

　

佐
藤
翔
太
（
３
年
要
田
）・
遠
藤
辰
実
（
２
年
川
内
）

※ 

３
年
連
続
６
回
目

○ 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
優
勝

　

佐
々
木
幸
（
３
年
岩
江
）

▼ 

問　
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校

　
　
　

 

☎
62-

２
１
８
５

○ 

女
子
か
じ
付
き
ク
オ
ド
プ
ル
優
勝　

　
橋
本
泰
代
（
３
年
桜
）・
陰
山
祐
希
乃
（
３

　

年
岩
江
）・
会
田
里
美
（
３
年
小
野
）・
守
屋

　

亜
耶
（
２
年
明
健
）・
髙
畑
柚
里
（
２
年
明
健
）

※ 

３
年
連
続
６
回
目

※ 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
、
男
子
３
名
、
女
子
８
名
が
出
場

● 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

○ 

男
子
団
体
優
勝
（
６
年
連
続
13
回
目
）

　

橋
本
健
人（
３
年
要
田
）・
遠
藤
聡
一
朗（
３

　

年
都
路
）・
橋
本
峻
平
（
２
年
桜
）・
早
坂

　

桂
太
（
２
年
常
葉
）

○ 
女
子
団
体
優
勝
（
８
年
連
続
11
回
目
）

　

渡
辺
桃
香
（
２
年
三
春
）・
府
中
郁
泉
（
２

　

年
桜
）・
尾
澤
美
弥
（
２
年
船
引
南
）・
本

　

田
美
咲
（
３
年
常
葉
）

※ 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
男
子
５
名
、
女
子
５
名
が
出
場

● 

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
　

○ 

男
子
団
体
優
勝
（
６
年
ぶ
り
３
回
目
）

○ 

男
子
62
㎏
優
勝　

近
内
三
孝
（
３
年
桜
）

※ 

大
会
新

○ 

男
子
69
㎏
優
勝　

吉
田
翔
（
３
年
都
路
）

○ 

男
子
77
㎏
優
勝　

佐
藤
蓮
治（
３
年
大
越
）

○ 

男
子
94
㎏
優
勝　

菅
野
直
人（
２
年
都
路
）

※ 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
男
子
５
名
が
出
場

● 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　

○ 

男
子
団
体
優
勝
（
10
年
連
続
20
回
目
）

○ 

男
子
個
人
優
勝　

　

郷
勇
介
（
２
年
桜
）

　

本
間
峻
誠
（
２
年
原
町
一
）  

○ 

女
子
団
体
優
勝
（
４
年
連
続
９
回
目
）　

○ 

女
子
個
人
優
勝　

　

加
藤
綾
（
３
年
郡
山
二
）

　

後
藤
祐
佳
里
（
３
年
郡
山
二
）　

※ 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
男
子
11
名
、
女
子
12
名
が
出
場

● 

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
　
　
第
３
位

● 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　
第
８
位

● 

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　
　
　
第
８
位

　
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
）
は
、
７
月
28
日
か
ら
北
部
九

州
（
大
分
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
）
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

EU
（
欧
州
連
合
）
が
田
村
高 

　
校
に
や
っ
て
き
た
！

　

欧
州
連
合
（
EU
）

加
盟
国
大
使
館
と
駐

日
EU
代
表
部
は
毎
年

５
月
に
、
大
使
や
外

交
官
が
日
本
全
国
の

学
校
を
訪
問
し
て
EU

お
よ
び
各
出
身
国

に
つ
い
て
説
明
す
る

「
EU
が
あ
な
た
の
学
校

に
や
っ
て
く
る
」
と

い
う
出
張
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
授
業
の

一
環
と
し
て
こ
の
事
業
に
応
募
し
た
と
こ
ろ

見
事
に
選
ば
れ
ま
し
た
。（
県
内
で
は
２
校

の
み
で
し
た
）

　

当
日
（
５
月
14
日
）

は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

大
使
館
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
担
当
官

で
あ
る
、
ハ
ン
ナ
＝

リ
ー
サ
・
ペ
ル
ト
ニ

エ
ミ
さ
ん
が
来
校
し
、

EU
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
、フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
を
様
々
な
角
度
か
ら
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

出張授業のようす

◆ 

田
村
高
校
体
験
入
学
開
催
決
定

　

田
村
高
校
体
験
入
学
が
７
月
25
日
（
木
）

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
学
生
を
対
象
に
田
村
高
校
の

魅
力
を
存
分
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
行

事
で
す
。詳
細
は
、次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

三
春
町
へ
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
空

き
家
・
空
き
地
の
情
報
窓
口
を
設
置
し
ま
し

た
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
制
度
は
、
売
り
た
い
、
貸
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
空
き
家
と
空
き
地
の
情
報
を
町

の
情
報
窓
口
へ
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
当
町

へ
の
移
住
を
希
望
・
検
討
し
て
い
る
人
に
紹

介
す
る
も
の
で
す
。

　

空
き
屋
や
空
き
地
を
所
有
し
て
い
る
け
れ

ど
も
、
そ
の
維
持
管
理
や
今
後
の
活
用
な
ど

に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
人
は
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

情
報
窓
口
に
登
録
す
る
た
め
の
手
続
き

は
、
申
請
書
類
を
提
出
す
る
だ
け
で
す
。

※ 

売
買
・
賃
借
契
約
は
、
不
動
産
業
者
が

　

仲
介
し
ま
す
。

▼ 

問　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
５

空
き
家
・
空
き
地
の
情
報
窓

口
を
設
置
し
ま
し
た
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交
通
教
育
専
門
員
神
田
昭
壽
さ

ん
永
年
勤
続
表
彰

城
山
公
園
の
ア
ジ
サ
イ
管
理

 

１
７
０
名
が
参
加
し
景
観
整
備

献
血
有
功
章
の
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た

渡
辺
ヤ
ス
ノ
さ
ん

百
歳
賀
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
で
は
、
平
成
20
年
か
ら
城
山
公
園
整
備
計

画
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ア
ジ
サ
イ
、
サ
ク
ラ
、

モ
ミ
ジ
の
植
栽
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
植
栽
し
た
ア
ジ
サ
イ
な
ど
の
管

理
を
６
月
15
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

ア
ジ
サ
イ
が
映
え
る
梅
雨
空
の
も
と
、
各
ま

ち
づ
く
り
協
会
、
旧
城
山
公
園
整
備
計
画
検
討

委
員
会
、
三
春
さ
く
ら
の
会
、
県
中
建
設
事
務

所
、
町
内
に
避
難
し
て
い
る
富
岡
町
、
葛
尾
村

及
び
町
職
員
な
ど
総
勢
１
７
０
名
が
参
加
し
、

こ
れ
ま
で
に
植
栽
し
た
ア
ジ
サ
イ
な
ど
約
４
、

０
０
０
本
の
剪
定
、
施
肥
、
下
草
刈
り
な
ど
の

手
入
れ
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

お
城
山
の
ア
ジ
サ
イ
は
、
７
月
初
旬
か
ら
下

旬
ま
で
が
見
頃
で
す
。
各
ま
ち
づ
く
り
協
会
の

皆
さ
ま
な
ど
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
ア
ジ
サ
イ

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
、
め
で
た
く
満
百
歳
に
な
ら
れ
た

渡
辺
ヤ
ス
ノ
さ
ん
（
富
沢
）
の
賀
寿
贈
呈
式
が
、

５
月
20
日
渡
辺
さ
ん
の
自
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
に
は
、
福
島
県
よ
り
知
事
賀
寿
と

会
津
塗
り
木
杯
、
三
春
町
か
ら
賀
寿
と
祝
金
、

三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
祝
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
の
益
々
の
ご
長
寿
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

５
月
24
日
、
福
島
県
交
通
専
門
員
連
絡
協
議

会
総
会
に
お
い
て
、
交
通
教
育
専
門
員
の
神
田

昭
壽
さ
ん
が
永
年
勤
続
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

平
成
９
年
７
月
１
日
よ
り
交
通
安
全
の
指

導
、
普
及
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
交
通
安
全
教
育
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

受賞報告に来庁した神田昭壽さん（中央左）
　と交通教育専門員の皆さん

鈴木町長から祝い金を受け取る渡辺ヤスノさん

　

５
月
16
日
に
役
場
２
階
公
室
に
て
献
血
有
功

章
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
過
去
１
０
０
回
の
献
血
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
方
に
贈
ら
れ
る
金
色
有
功
章
を
受
賞

さ
れ
た
方
２
名
に
、
福
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
と
町
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

記念品を贈呈された過足昇一さん（左：八島台）と
横山修さん（中央：荒町）
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町
民
図
書
館
沢
石
分
室
が

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

三
春
町
食
生
活
改
善
推
進
員

会
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た

第
５
回
み
ち
の
く
ダ
ム
湖
サ

ミ
ッ
ト
in
三
春
開
催

井
上
聡
さ
ん

教
育
行
政
功
労
者
表
彰
受
賞

リニューアルした沢石分室のようす

　

第
５
回
み
ち
の
く
ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト
in
三
春
が
、
５
月
23

日
に
三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
東
北
地
方
に
あ
る
国
土
交
通
省
直
轄

ダ
ム
所
在
市
町
村
長
が
集
ま
り
、
水
源
地
域
の
振
興
や
上
下

流
連
携
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
国
土
交
通
省
河
川
環
境
課
長
金
尾
健
司
氏
の
基

調
講
演
や
三
春
町
教
育
長
遠
藤
真
弘
氏
と
川
の
案
内
人
下
枝
正
男
氏
か
ら
さ
く
ら
湖
周
辺

で
の
活
動
報
告
、
川
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
行
委
員
長
森
崎
英
五
朗
氏

か
ら
福
島
市
摺
上
川
ダ
ム
周
辺
で
の
活
動
報
告
を
い
た
だ
い
た

後
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
福
島
大
学
名
誉
教
授
鈴
木
浩
先
生

を
お
招
き
し
、「
ダ
ム
湖
の
恵
み
を
未
来
へ
繋
ぐ
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
秋
田
県
北
秋
田
市
長
、
山
形
県
長
井
市
長
、
宮
城
県
大

崎
市
長
、
三
春
町
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
約
２
５
０
名
の
聴
衆
が
つ
め
か
け
、
各
ダ
ム
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

活動報告する遠藤真弘教育長

　

井
上
聡
さ
ん
（
前
教
育
委
員
会
委
員
長
職
務

代
理
者
）
が
こ
の
た
び
地
方
教
育
行
政
功
労
者

と
し
て
、
福
島
県
市
町
村
教
育
委
員
会
連
絡
協

議
会
及
び
全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
は
、
平
成
16
年
10
月
に
教
育
委
員

に
任
命
さ
れ
、
平
成
22
年
10
月
か
ら
は
委
員
長

職
務
代
理
者
と
し
て
、
地
方
教
育
行
政
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地方教育行政功労者表彰を受賞された井上聡さん（中央）

調理実習を行う三春町食生活改善推進員の皆さん

　

三
春
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
で
は
６
月
４

日
に
地
元
特
産
品
の
活
用
推
進
の
た
め
の
調
理

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
三
角
油
揚
げ
を
使
用
し
た
い
な

り
ず
し
で
す
。
三
春
町
婦
人
会
の
方
々
が
参
加

し
、
こ
の
実
習
を
参
考
に
家
庭
で
は
油
揚
げ
の

中
に
入
れ
る
ご
飯
を
工
夫
し
た
り
し
て
作
り
た

い
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

三
春
町
民
図
書
館
で
は
、
御
木
沢
・
沢
石
・

中
妻
・
中
郷
・
岩
江
の
各
地
区
に
分
室
を
設
置

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
沢
石
分
室
が
旧
JA
た
む
ら
沢
石

支
店
事
務
所
の
場
所
に
移
転
し
、
書
棚
を
増
設

し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
古
い
本
の
整
理
も
行
い
、
地
区

の
住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
い

た
だ
け
る
よ
う
に
「
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
」
も

設
置
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽ 

沢
石
分
室
開
館
日
時

　
 

火･

水･

木
曜
日

　

 
午
前
９
時
30
分
か
ら

　

 
午
後
４
時
30
分

リユースコーナーできました
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★ 佐藤風人さんの感想
　私は、ライスレイク市に 9 か月滞在した経験は大変貴重なものであったと自信を持って言えます。そのくらい今までの人
生の中で最も大変で、最も楽しく最も価値があるという体験をしました。言葉が通じない時もありましたが、一生懸命伝え
ようと努力する忍耐力や、知らない方々と友達になるために努力した結果、コミュニケーション能力も養うこともできました。
　また、異国での勉学もとても楽しく、アメリカの先生達はとてもフレンドリーであったため、何度も繰り返し気軽に質問
したかいがあって、今まで分からなかったところも理解できるようになりました。
　私は、もう一度あちらに行けるのならば行きたいと思う程の経験をしました。この経験を生かし、国家の役に立てるようになりたいと思います。

　6 月 10 日から 17 日までの８日間、三春町が姉妹都市を締結している
アメリカ合衆国ウィスコンシン州ライスレイク市にあるライスレイク高校
から男子学生 2 名（トールさん、チャズさん）とライスレイク国際交流
協会理事長のリーさんが来町しました。
　リーさんは、昨年も親善訪問団として来町され、震災後の三春町の現状
視察に訪れています。
　11 日には、三春町国際交流協会理事長らとともに町長と教育長を表敬
訪問し、町長からは歓迎の言葉があり、三春張子が記念に贈られました。
　滞在中、訪問団の皆さんは、町内の小中学校見学や姉妹校である県立田
村高校での授業参加など多くの学生と交流し、楽しく過ごされました。
　また、町内の滝桜や三春ダム周辺を見学し、さらに県内いわき方面、会津方面を視察研修され、日本文化を学び、
17 日に三春町を発ち、東京に立ち寄った後帰国しました。

ライスレイクとの姉妹都市交流報告
第 7 回三春サマーキャンプ訪問団来町

佐藤風人さんライスレイク高校留学帰国報告
　昨年の 8 月から姉妹都市のライスレイク高校へ留学していた佐藤
風人さん（田村市）が 6 月 10 日に三春サマーキャンプ訪問団とと
もに帰国しました。約 10 か月にわたり現地の方々と交流しながら
文化の違いや語学を学び、たくましくなって帰ってきました。「帰り
たくなかった。」という感想から充実したようすが伺えました。県立
田村高校 3 年生に復学し、これからの進路に経験を活かしていきた
いとのことです。

自己紹介をするチャズさん（左）とトールさん（右）

　５月 26 日、カブトムシの幼虫採集＆さくら湖のプランクトン
観察会がさくら湖自然観察ステーション周辺で開催されました。
　今回の観察会では、カブトムシの幼虫を採集し、カブトム
シの幼虫の育て方について学んだり、さくら湖の水を採取し
水中に棲むプランクトンなどの生物を顕微鏡を使って観察し
ました。参加者の中には、初めて顕微鏡に触るという子もお
り、顕微鏡で観察できる水生生物にみんな興味深々のようす
でした。

★ カブトムシの幼虫採集＆さくら湖のプランクトン観察会開催

▶ 問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

カブトムシの幼虫採集のようす

プランクトン観察のようす

報告に来庁した佐藤風人さん（左から３番目）

WELCOME で迎えられました 田村高校の皆さんと楽しく過ごしました
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　NHK E テレ「クインテット」などでお馴染みの宮川
彬良さんが「まほらホール」へやってきます。もしも、
アキラさんが学校の音楽の先生だったら・・という奇
想天外な楽しい授業が受けられます。
◆ 日　時　９月 28 日（土）午後 6 時開演
◆ 入場料　全席指定　
　　　　　一般 3,500 円／高校生以下 1,000 円
　　　　　 チケット好評発売中！！

◆ 助　成　芸術文化振興基金

＊チケット購入の際は、みはるカードの満点カード（500 円）を使用できます。

　「夏の雲は忘れない」ヒロシマ・ナガサキ 1945 年
　実力派舞台女優たちが戦争の悲惨さを伝え
るために、毎年全国縦断しています。戦場カメ
ラマン「ジョー・オダネル」のスライドととも
に、原爆を受けた母親や子どもたちの手記を朗
読。山口果林、高田敏江、長内美那子、柳川慶
子、神保共子、大橋芳枝の舞台女優とともに、
町内の小学生 6 名（三春小・岩江小・御木沢小・

中妻小・中郷小・沢石小の児童 1 名ずつ）も舞台に立ち、
戦争の悲惨さ、平和への願いを朗読します。
　皆さん、子どもたちの参加する舞台をぜひご覧くださ
い。「特に子どもさんたちに来ていただきたい！！」と
いう女優さんからのメッセージもいただいています。公
演終了後は、ホワイエにて女優さんたちとの交流会があ
ります。
◆ 日　時　7 月 12 日（金）午後 7 時開演
◆ 入場料　全席指定　
　　　　　 一般 2,000 円／中学生以下 1,000 円
　　　　　 チケット好評発売中！

主な施設の休館日
▼ 図書館（☎ 62-3375）
　7月 1・3・８・15・22・29日
▼ 体育施設（☎62-6212）
　7月 1・8・16・22・29日
▼ ステーション（☎61-1546）
　休まず営業しています
▼ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　7月 1・8・16・22・29日 
▼ 三春交流館（☎62-3837）
　7月 1・8・22・29日
▼ 中央児童館（☎62-8666）
　日曜日、祝日
▼ 子育てサロン（☎62-2748）
　（第 2保育所内）
　土・日曜日、祝日
▼ 役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

延長業務
▼ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　7月 3・10・17・24・31日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　７月 7・14・21・28日
　 午前８時 30分〜 12時
※ 取扱業務の内容は、
　お問い合わせください。
▼ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　7月 20日（土）・21日（日）
　 午前 9時〜午後 4時

▶ 問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

◎ 自主事業予定

一般 5,000円
高校生以下 3,000円

開催日 事業内容 開演時間 前売券

東 誠三「ピアノリサイタル」
ベートーヴェン・ピアノソナタ全曲演奏会（全
8回2008年~2012年）を終え、ライブ録音CD
全9集が発売されます。「まほら」の名が全国
に知れ渡るようになりました。
ベートーヴェンの名曲やほかの作曲家の作品も
演奏もされます。（8月チケット発売予定）

「まほら」ニューイヤーコンサート2014
日本フィルハーモニー交響楽団
（10月チケット発売予定）

平成26年
1月13日（月・祝）

７月12日（金） 午後７時
一般 2,000円
中学生以下 1,000円

宮川 彬良「未来の音楽授業！~アキラ塾」

午後3時

午後3時

午後6時

女優たちによる朗読
「夏の雲は忘れない」ヒロシマ・ナガサキ1945

11月16日（土）

9月28日（土） 一般 3,500円
高校生以下 1,000円

一般 3,500円
高校生以下 1,500円
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　三春交流館「まほら」開館 10 周年記念事業
三春交流館運営協会自主事業

女優たちによる朗読劇

「未来の音楽授業！アキラ塾」



M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 7 月・8 月のイベント情報 ◆◆◆

19日（金）

24日（水）～
25日（木）

28日（日）

三春アンサンブル支援会第31回コンサート～楽器たちの協宴～

21日（日）

第19回 福島県ジュニアピアノコンクール郡山地区予選

山口音楽教室ピアノ発表会

7月
15日（月）

ピアノ・ヴァイオリンデュオリサイタル

「子象ババール被災地を巡る」コンサート（大人の方向け）

7月

第十回原爆展

７月

7月

7月

8月

７月

７月

三春磐州市「七夕市」
３月
16日（金）～
17日（土）
20日（土）
7月

4日（日）

いのうえバイオリン・こうの音楽教室発表会

12日（金）

女優たちによる朗読「夏の雲は忘れない」ヒロシマ・ナガサキ１９４５年

14日（日）

踏池流第３回チャリティー発表会

8月

1日（木）～
3日（土）

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

　夏の天体を中心に観察を行います。
▶ 日　時　7 月 12 日（金）、20 日（土）
　　　　  　午後８時〜 10 時
　　　　　　※ 荒天中止（曇天・風雨・雷など）
▶ 場　所　自然観察ステーション天文台
▶ 参加料　大人 200 円／子ども 100 円

星を見る会
自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

問い合わせ先　自然観察ステーション ☎ 61-1546

　親子で収穫体験や火おこし体験などをして楽しんで
みませんか？
▶ 日　時　８月３日（土）午後１時〜 ４日（日）午前１0 時
　　　　　 ※ 荒天中止（曇天・風雨・雷など）
▶ 場　所　自然観察ステーション周辺
▶ 参加料　大人または小学生以上の子ども１人につき 500 円
▶ 定　員　小中学生と保護者合わせて 30 名
　　　　　（親子で参加ください）
▶ 内　容　火おこし体験、収穫体験、星の観察など

親子キャンプ教室

★ ステーション祭
 化学・天体・野鳥・植物・昆虫・自然等の各種観察会を同時開催します。この機会に自然観察ステーションに遊
びに来てください。
▶ 日　時　８月３日（土）午前９時 30 分〜 12 時
▶ 場　所　自然観察ステーション、石畑水生生物観察園周辺
▶ 定　員　60 名
▶ 参加料　無料
▶ 申込方法　７月 26 日（金）までに三春交流館「まほら」・
　自然観察ステーション備え付けの申し込み用紙に必要事
項を記入の上、三春交流館「まほら」または自然観察ステーションへお申し込みください。

３〜
４か月児

１歳
６か月児

屋内コース（30名）コース・時間

化学実験、天体・野鳥観察選択
10時～10時50分

必修
11時～11時50分

屋外コース（30名）

昆虫採集、水生生物観察

ネイチャーゲーム木の実クラフト

＜コース一覧＞

▶ 問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837・自然観察ステーション　☎ 61-1546
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趣
味
・
教
養



〈
お
は
な
し
会
・

　
　

絵
本
と
わ
ら
べ
唄
〉

【
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
】

▼ 

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者
、
妊
婦

▼ 

日
時　
７
月
10
・
24
日
（
水
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

【
日
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

日
時　
７
月
14
日
（
日
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

【
木
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

対
象　
小
学
校
低
学
年

▼ 

日
時　
７
月
18
日
（
木
）
放
課
後

〈
児
童
館
今
月
の
行
事
〉

※ 

場
所
は
い
ず
れ
の
行
事
も
中
央

　

児
童
館
で
す
。

★ 

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

▼ 

日
時　
７
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜

▼ 

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

　

ビ
デ
オ
上
映
「
七
つ
の
ほ
し
」
他

▼ 

対
象　
幼
児
・
児
童
・
保
護
者

※ 

幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

　

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

●　

●　

●

★ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

▼ 

日
時　
７
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
〜

▼ 

内
容　
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動

　
　
　
　
　

●　

●　

●

★ 

料
理
ク
ラ
ブ

※ 

ク
ラ
ブ
員
対
象
で
す
。

▼ 

日
時　
７
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
〜

▼ 

内
容　
パ
ン
ケ
ー
キ

　
　
　
　
　

●　

●　

●

★ 

お
り
が
み
ク
ラ
ブ

※ 

ク
ラ
ブ
員
対
象
で
す
。

▼ 

日
時　
７
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
〜

▼ 

内
容　
海
の
生
き
物
た
ち

●　

●　

●

★ 

理
科
ク
ラ
ブ

▼ 

日
時　
７
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
〜

▼ 
内
容　
入
浴
剤
作
り

▼ 

対
象　
小
・
中
学
生
と
保
護
者

▼ 

申
込
期
限　
７
月
17
日
（
水
）

▼ 

指
導
者　
吉
川
久
三
さ
ん
な
ど

　

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

●　

●　

●

★ 

す
い
か
わ
り
・
種
飛
ば
し
大
会

▼ 

日
時　
７
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
後
２
時
〜

▼ 

参
加
料　
１
０
０
円（
申
込
時
持
参
）

▼ 

申
込
期
限　
７
月
20
日
（
土
）

▼ 

申
込
・
問　
中
央
児
童
館

　
　
　

 

☎
62-

８
６
６
６

〈
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

今
月
行
事
の
お
知
ら
せ
〉

★ 

の
び
の
び
の
日

▼ 

日
時　
７
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
身
長
体
重
測
定
が
で
き

　

ま
す
。
成
長
を
確
認
し
な
が
ら
、

　

お
子
さ
ん
と
の
時
間
を
も
っ
て

　

み
ま
せ
ん
か
。
母
子
手
帳
を
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

●　

●　

●

★ 

お
は
な
し
「
あ
の
ね
」
の
日

▼ 

日
時　
７
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
45
分
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
手

遊
び
や
お
話
を
楽
し
む
時
間
で

す
。
１
か
ら
２
歳
児
が
楽
し
め

る
内
容
で
す
。

県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
協
力

に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

●　

●　

●

★ 

遊
び
の
広
場

▼ 

日
時　
７
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
既
に
登
録
済
の
親
子
20
組

★ 

お
誕
生
日
の
つ
ど
い
（
要
予
約
）

▼ 

日
時　
７
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
就
学
前
の
７
月
生
ま
れ

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
６
組

▼ 

内
容　
身
体
測
定
や
手
形
を
押

　

し
て
誕
生
カ
ー
ド
を
作
り
、
大

　

き
な
ケ
ー
キ
を
囲
ん
で
お
祝
い

　

を
し
ま
す
。 

７
月
生
ま
れ
の
お

　

友
達
集
ま
っ
て
ね
！

▼ 

申
込
期
限　
７
月
22
日
（
月
）

▼ 

申
込
・
問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
　
　

☎
62-

２
７
４
８

〈
出
前
児
童
館
希
望
者
募
集
〉

　

夏
休
み
中
の
「
地
区
子
ど
も
会
」

な
ど
へ
の
出
前
児
童
館
を
実
施
し

ま
す
。「
工
作
教
室
」「
も
の
つ

く
り
体
験
」「
理
科
実
験
」
な
ど
、

希
望
が
あ
れ
ば
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
（
次
の
日
時
以
外
に
つ
い

　

て
は
要
相
談
）

　

７
月
29
日（
月
）～
７
月
31
日（
水
）

　

８
月
19
日（
月
）～
８
月
21
日（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼ 

場
所　
学
校
教
室
、
地
区
交
流

　

館
、
地
区
集
会
所
な
ど

▼ 

費
用　
無
料　
　

※ 

高
額
経
費
の
場
合
、
一
部
負
担
し

　

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

申
込
期
限　
７
月
10
日
（
水
）

▼ 

申
込
・
問　
中
央
児
童
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

８
６
６
６

★ 

食
育
講
座
（
要
予
約
）

　

「
離
乳
食
編
」

▼ 

日
時　
７
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
離
乳
食
期
の
お
子
さ
ん

　

と
保
護
者

▼ 

内
容　
町
の
栄
養
士
か
ら
具
体

　

的
に
話
を
聞
き
ま
す
。

★ 

「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」

〜
親
子
で
ホ
ッ
と
で
き
る
時
間
〜

　

お
子
さ
ん
は
遊
び
を
楽
し
み
、

お
母
さ
ん
は
交
流
会
で
ホ
ッ
と
す

る
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
申
込
み

は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と

　

お
母
さ
ん

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

日
時　
７
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼ 

内
容　

▽ 

親
子
遊
び
を
保
育
士
さ
ん
と
一

　

緒
に
楽
し
み
ま
す
。

▽ 

そ
の
後
、
お
母
さ
ん
の
時
間
を

　

作
り
ま
す
。
元
気
が
湧
い
て
く

　

る
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

▽ 

交
流
会
の
間
、
お
子
さ
ん
は
、
遊

　

び
を
楽
し
み
ま
す
。

▽ 

お
子
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
困
っ

　

た
こ
と
が
あ
れ
ば
個
別
相
談
も
で

　

き
ま
す
。

▼ 

ス
タ
ッ
フ　

　

臨
床
心
理
士
、
保
育
士
、
保
健

師
な
ど

　

福
島
県
臨
床
心
理
士
会
、
福
島

〈
さ
く
ら
湖
自
然
教
室
２
０
１
３
開
催

〉

　

さ
く
ら
湖
周
辺
の
自
然
、
水
辺
に

親
し
み
、
水
・
森
・
ダ
ム
の
重
要
性

と
水
保
全
の
大
切
さ
を
考
え
よ
う
。

▼ 

日
時　
７
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
～
11
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
ダ
ム
管
理
所
お
よ

　

び
さ
く
ら
湖
周
辺

▼ 

対
象　
大
滝
根
川
流
域
の
郡
山

　

市
東
部
地
区
、
田
村
市
船
引
地

　

域
、
葛
尾
村
、
富
岡
町
、
三
春

　

町
の
小
学
生
（
親
子
同
伴
）
先

20



　

着
順
で
合
計
１
０
０
名

▼ 
募
集
期
間　

　

７
月
２
日（
火
）～
７
月
17
日（
水
）

　

当
日
消
印
有
効

▼ 

内
容
／
定
員　
昆
虫
観
察
教
室

　

40
名
、
植
物
・
水
生
生
物
観
察
教

　

室
40
名
、
水
上
探
検
教
室
20
名

▼ 

申
込・問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　
　

☎
62-

３
８
３
７

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

４
７
２
７

新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

明
日
に
な
っ
た
ら
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）
／

幻
坂
（
有
栖
川
有
栖
）
／
銀
行
支
店
長
、

走
る
（
江
上
剛
）
／
愛
の
夢
と
か
（
川
上

未
映
子
）
／
遠
野
物
語
（
京
極
夏
彦
×
柳

田
國
男
）／
天
皇
の
刺
客（
澤
田
ふ
じ
子
）

／
２
０
１
３
ザ
・
ベ
ス
ト
ミ
ス
テ
リ
ー
ズ

（
天
弥
涼
ほ
か
11
名
）／
軍
神
の
血
脈（
高

田
崇
史
）
／
幸
村
去
影
（
津
本
陽
）
／
鬼

風
（
鳥
羽
亮
）
／
童
子
の
輪
舞
曲
（
仁
木

英
之
）
／
陽
炎
の
門
（
葉
室
麟
）
／
深
海

の
夜
景
（
森
村
誠
一
）
／
復
活
す
る
は
わ

れ
に
あ
り
（
山
田
正
紀
）
／
93
番
目
の
キ

ミ（
山
田
悠
介
）／
手
の
ひ
ら
の
砂
漠（
唯

川
恵
）
／
ひ
た
す
ら
面
白
い
小
説
が
読
み

た
く
て
（
児
玉
清
）
／
ほ
ん
と
の
こ
と
言

え
ば
？
（
佐
野
洋
子
）
／
私
が
日
本
人
に

な
っ
た
理
由
（
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
）
／

幸
福
の
遺
伝
子
（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ワ
ー

ズ
）
／
聖
な
る
洞
窟
の
血
上
・
下
（
ジ
ー

ン
・
ア
ウ
ル
）

今月の お すす め 本

※ 新着コーナーには、7 月４日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

海
の
う
え
に
暮
ら
す
／
農
作
業
の
絵
本

1
～
5
巻
／
お
母
さ
ん
へ
、
世
界
中
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
／
お
手

紙
レ
ッ
ス
ン
／
世
界
の
果
て
の
魔
女
学
校

／
魔
女
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
／
西
遊
後
記

／
左
足
の
ポ
ル
カ
／
ネ
コ
を
ひ
ろ
っ
た

リ
ー
ナ
と
ひ
ろ
わ
な
か
っ
た
わ
た
し
／

け
っ
こ
ん
を
し
た
が
ら
な
い
リ
ス
の
ゲ
ル

ラ
ン
ゲ
／
天
人
に
ょ
う
ぼ
う
／
し
げ
る
の

か
あ
ち
ゃ
ん
／
ぬ
ま
ば
ば
さ
ま
の
さ
け
づ

く
り
／
か
ら
す
の
お
か
し
や
さ
ん
／
く
ら

や
み
こ
わ
い
よ
／
と
も
だ
ち
で
き
た
よ
／

は
だ
か
の
サ
イ
／
古
ど
う
ぐ
～
る
ぐ
る
／

か
に
の
し
ょ
う
ば
い

『なぜ人間は泳ぐのか？』リン・
シェール／著　高月園子／
訳　大田出版
　69 歳にして現役のスイマーであ
る著者が、ダーダネルス海峡の横断
に挑む過程を描きながら、水泳をめ
ぐる歴史、科学、文化などあらゆる
面をユーモアたっぷりに考察してい
きます。「キリンは泳げるか？」など、
興味深い話題も満載で、泳げる人に
もカナヅチさんにもおすすめです。

藤
田
浩
子
の
語
り
／
光
の
山
（
玄
侑
宗

久
）
／
日
本
島
図
鑑
／
社
会
福
祉
用
語
辞

典
／
調
べ
る
っ
て
楽
し
い
！
／
船
上
か
ら

の
問
い
ザ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
／
は
じ
め
て
学

ぶ
日
本
外
交
史
／
日
本
で
一
番
や
さ
し
い

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
超
入
門
書
／
楽
し
く

で
き
る
私
の
リ
ス
ク
管
理
／
頭
が
い
い
子

を
育
て
る
８
つ
の
あ
そ
び
と
５
つ
の
習
慣

／
英
国
一
家
、
日
本
を
食
べ
る
／
生
命
の

逆
襲
／
健
康
寿
命
の
延
ば
し
方
／
ふ
く
し

ま
・
震
災
後
の
生
活
保
障
／
海
底
資
源
／

型
紙
な
し
で
着
物
を
リ
フ
ォ
ー
ム
／
デ
キ

る
男
の
正
解
美
容
／
ペ
ッ
ト
の
可
愛
い
撮

り
方
／
完
全
な
る
チ
ェ
ス
天
才
ボ
ビ
ー
・

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
生
涯

昨年の水上探検教室のようす

〈
7
月
12
日
（
金
）・
26
日
（
金
）

は
保
健
セ
ン
タ
ー
開
放
日
〉

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

を
開
放
し
ま
す
。

【
子
育
て
サ
ロ
ン
】

▼ 

日
時　
７
月
26
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

▼ 

場
所　
１
階
ホ
ー
ル

【
食
改
さ
ん
の
お
や
つ
や
さ
ん
】

▼ 

日
時　
７
月
26
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
11
時
〜

▼ 

場
所　
２
階
料
理
講
習
室

▼ 

料
金　
一
家
族
１
０
０
円

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈
震
災
を
き
っ
か
け
に
大
切
な

人
を
亡
く
さ
れ
た
方
へ
〉

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
以

上
。「
時
間
が
経
っ
て
も
気
持
ち

の
整
理
が
つ
か
な
い
」「
亡
く
な
っ

た
人
の
こ
と
を
い
つ
も
考
え
て
し

ま
う
」
そ
ん
な
お
気
持
ち
を
安
心

し
て
お
話
し
い
た
だ
け
る
場
所
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
同
じ
体
験
を
し
た
人
と
話
が

し
た
い
」「
誰
か
に
気
持
ち
を
聞

い
て
ほ
し
い
」
そ
ん
な
時
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

電
話

　

死
別
・
離
別
の
悲
し
み
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０-

５
５
６-

３
３
８

▼ 

受
付
時
間　
毎
週
日
曜
日
と
毎

　

月
11
日
の
午
前
10
時
～
午
後
８

時
（
岩
手
、
宮
城
、
福
島
県
か
ら

の
み
通
話
で
き
ま
す
）

▼ 

手
紙

　

死
別
・
離
別
の
悲
し
み
つ
づ
り
箱

（
〒
１
０
２-

０
０
７
２ 

東
京
都
千

代
田
区
飯
田
橋
２-

８-

５　

多
幸

ビ
ル
九
段
５
階
「
死
別
・
離
別
の

悲
し
み
つ
づ
り
箱
」
宛
）

　

時
間
は
い
た
だ
く
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
有
志
の
僧
侶
が
必
ず
返

信
い
た
し
ま
す
。

▼ 

集
会　
わ
か
ち
あ
い
の
会

　

遺
族
の
方
々
が
思
い
を
語
り
合

う
会
で
す
。
福
島
県
内
で
は
、
福

島
、
郡
山
、
会
津
若
松
、
南
相
馬

で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

問	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ
フ
リ
ン
ク

	

☎
03-

３
２
６
１-

４
９
３
４

	

保
健
セ
ン
タ
ー 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

	

☎
62-

５
１
１
０

〈
乳
幼
児
健
康
診
査
〉

　

前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
、

相
談
し
た
い
方
も
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

区　分 対　象日時・場所

母子手帳・問診票・   
バスタオル

母子手帳・問診票・
バスタオル９〜

10か月児

３〜
４か月児

7月16日（火）
13時集合
保健センター
7月31日（水）
9時集合
町立三春病院

平成25年
3月11日～
4月10日生まれ
平成24年
9月1日～
10月9日生まれ

母子手帳・問診票・
歯ブラシ・コップ・
タオル

7月18日（木）
13時～13時30分受付
保健センター

平成23年12月20日～
平成24年
1月16日生まれ

１歳
６か月児

３〜
４か月児

９〜
10か月児

１歳
６か月児

母子手帳・問診票・
歯ブラシ・コップ・
タオル

7月17日（水）
13時～13時30分受付
保健センター

平成22年
3月1日～
4月15日生まれ

3歳児3歳児

持ってくるもの

21

子
ど
も
・
親
子

健　

康

読
み
物
・
文
芸

実　
用　
書

児　
童　
書



〈
頑
張
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん

か
？
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
』

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〉

　

自
分
や
家
族
で
「
こ
こ
ろ
の
悩
み
」

を
持
つ
方
の
た
め
に
、
町
で
は
専
門
家

に
依
頼
し
て
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
や
悩
み
な
ど
、
心
の
健
康

を
崩
し
て
し
ま
う
要
因
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
子
育
て
や
家
族
関
係
、
職
場

の
人
間
関
係
の
悩
み
な
ど
で
こ
こ
ろ
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
思
春
期
の
不

安
や
ひ
き
こ
も
り
の
悩
み
、
ア
ル
コ
ー

ル
問
題
や
薬
物
依
存
な
ど
で
苦
し
む
方

も
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人

や
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
に
専
門
家
に
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
相
談
は
無
料
で

完
全
予
約
制
で
す
。
相
談
内
容
な
ど
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望

の
方
は
担
当
（
保
健
師
）
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時

▽ 

７
月
10
日
（
水
）
午
後
２
時
〜

　

 

相
談
担
当　

　

精
神
科
医
師 

圓
口
博
史

▽ 

７
月
17
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
〜

　

相
談
担
当

　

臨
床
心
理
士 

横
山
美
香

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

申
込
・
問　

　

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
〉

★ 

７
月
か
ら
平
成
25
年
度
「
国
民 

　

年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予

　

申
請
書
」
を
受
付
し
ま
す
。　

〈
献
血
車
が
や
っ
て
き
ま
す
〉

　

今
月
は
次
の
と
お
り
献
血
車
が

町
内
を
巡
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
7
月
23
日
（
火
）

▼ 

時
間
／
場
所

▽ 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

　

 

溝
端
紙
工
印
刷
（
株
）
東
日
本

　

工
場

▽ 

午
後
０
時
〜
２
時
30
分

　
 （

株
）
イ
ワ
キ
三
春
工
場

▽ 

午
後
３
時
〜
５
時

　

日
本
化
学
工
業
（
株
）
福
島
第

　

２
工
場

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-
５
１
１
０

〈
福
島
い
の
ち
の
電
話
24
時
間

電
話
相
談
〉

　

社
会
福
祉
法
人
福
島
い
の
ち
の

電
話
で
は
、
悩
み
や
苦
し
み
に
関

す
る
相
談
を
電
話
で
受
付
け
て
い

ま
す
。

　

平
成
25
年
６
月
か
ら
、
新
た
に

毎
月
第
３
土
曜
日
午
後
10
時
か
ら

翌
朝
午
前
10
時
ま
で
電
話
相
談
を

受
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼ 

相
談
電
話
番
号

　

☎
０
２
４-

５
３
６-

４
３
４
３

▼ 

相
談
受
付
時
間

　
毎
日
午
前
10
時
～
午
後
10
時

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
の
更
新
の
お
知
ら
せ
〉

　

現
在
、
お
使
い
に
な
っ
て
い
る

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
は
平
成
25
年
７
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ

け
る
高
齢
受
給
者
証
・
被
保
険
者

証
は
、
７
月
下
旬
ま
で
に
お
手
元

に
届
く
よ
う
郵
便
で
送
付
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
お
使
い
い
た

だ
い
た
高
齢
受
給
者
証
・
被
保
険

者
証
は
、
三
春
町
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
役
場
窓
口
に
て
回
収
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

★ 

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

▼ 

対
象
者　
昭
和
13
年
８
月
２
日

　

か
ら
昭
和
18
年
７
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方

★ 
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

▼ 
対
象
者　
昭
和
13
年
７
月
31
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー 

国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-
３
１
６
６

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
全
て
の
方
が
加
入
す
る
制

度
で
す
。
老
後
の
老
齢
基
礎
年
金

の
ほ
か
、
万
が
一
の
と
き
に
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
取
れ
る
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
月

額
１
５
、０
４
０
円
（
平
成
25
年

度
）
で
す
が
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
申
請
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除

（
一
部
納
付
）
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▼ 

保
険
料
の
申
請
免
除
制
度

　

平
成
25
年
度
の
免
除
申
請
は
平

成
25
年
７
月
か
ら
平
成
26
年
６
月
ま

で
の
期
間
を
対
象
と
し
、
申
請
者
本

人
の
ほ
か
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
方

の
前
年
の
所
得
に
よ
り
審
査
さ
れ
ま

す
。日
本
年
金
機
構
で
審
査
決
定
後
、

結
果
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼ 

申
請
に
必
要
な
書
類

▽ 

年
金
手
帳
・
印
鑑

▽ 

退
職
（
失
業
）
し
た
方
は
、
雇

　

用
保
険
受
給
者
証
、
雇
用
保
険

　

被
保
険
者
離
職
票

▽ 

転
入
し
た
方
（
本
人
、
配
偶
者
及

　

び
世
帯
主
が
い
る
場
合
は
各
々
）

　

は
、
平
成
25
年
１
月
１
日
時
点
の
住

　

所
地
の
市
町
村
長
が
発
行
し
た
平
成

　

25
年
度
分
の
所
得
証
明
書
（
平
成
24

　
年
中
の
所
得
が
わ
か
る
も
の
で
、
各

　

種
控
除
額
及
び
扶
養
控
除
等
記
載
の

　

あ
る
も
の
）

▼ 

免
除
さ
れ
た
保
険
料
な
ど
の
追
納

　

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
猶
予
さ

れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
と
き
に
比
べ
、
受
取
る
年

金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
（
追
納
）

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
承

認
を
受
け
た
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
目
以
降
に
納
付
す
る
場
合

は
、
経
過
し
た
年
数
に
応
じ
た
一

定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
。

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

　

 　
　

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

　

 　
　

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

８
１
２
６

〈
平
成
25
年
産
牧
草
・
飼
料

作
物
に
つ
い
て
〉

　

平
成
25
年
産
の
牧
草
・
飼
料
作
物
に

つ
い
て
は
、
放
射
性
物
質
の
検
査
を
行

い
、
利
用
の
可
否
を
判
断
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
対
象
は
、
原
発
事
故
後
に

草
地
更
新
（
除
染
）、
若
し
く
は
新
た

に
播
種
し
た
牧
草
地
に
な
り
ま
す
。
牛

へ
の
給
与
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

　
　
　

 

県
中
農
林
事
務
所
田
村
農
業
普
及
所

　
　
　

 

☎
62-

３
１
１
３
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〈
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
摘
み
に

行
こ
う
！
〉

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
三
春
町
の
観
光
農

園
で
は
、
一
般
客
向
け
の
摘
み
取

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

畑
に
は
何
種
類
も
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
が
次
々
に
実
を
つ
け
て
待
っ

て
い
ま
す
。
期
間
中
、時
期
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
味
わ
い
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
旬
ま
で
は

大
ぶ
り
で
さ
わ
や
か
な
甘
み
の
生

食
に
ぴ
っ
た
り
の
も
の
、
お
し
ま

い
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
小
さ
い

け
れ
ど
も
し
っ
か
り
し
た
甘
み
と

酸
味
の
の
っ
た
、
ジ
ャ
ム
な
ど
に

も
適
し
た
も
の
が
主
流
に
な
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
何
度
か
足
を
運
ん
で
、
自

然
を
味
わ
い
な
が
ら
摘
み
取
り
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

入
園
料
は
大
人
ひ
と
り
５
０
０

円
、
小
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

　

摘
み
取
り
の
持
ち
帰
り
お
買
い

上
げ
代
金
は
、
１
０
０
㌘
あ
た
り

１
５
０
円
か
ら
２
０
０
円
程
度
で

す
。（
場
所
に
よ
り
違
い
ま
す
）　

　

お
買
い
上
げ
の
量
に
よ
っ
て
、

次
回
入
園
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
特

典
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
で

お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
摘
み
取
り
は
、
８
月
中
旬

頃
ま
で
で
き
ま
す
。

▼ 

問　
過
足
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
丘

　
　
　

 

☎
62-

６
８
８
５

　
　
　

 

か
・
お
・
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園

ブルーベリーの摘み取りのようす

　
　
　

 

☎
62-

４
９
５
６

　
　
　

 

三
春
ハ
ー
ブ
む
な
か
た
農
園

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
４
４-

７
０
２
６

　
　
　

 

滝
桜
湖
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園

　
　
　

 

☎
０
９
０-

２
７
９
７-

４
９
５
６

　
　
　

 

産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

〈
農
薬
の
飛
散
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
！
〉

　

公
共
施
設
、
住
宅
地
や
そ
の
近
隣

の
森
林
、
公
園
等
の
近
く
に
あ
る
農

地
で
は
住
民
や
子
ど
も
な
ど
へ
の
健

康
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
注
意
し

て
農
薬
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
や
県
の
基
準
に
よ
り
農
薬
の
種

類
や
使
用
量
は
決
め
ら
れ
て
お
り
、
農

家
で
は
回
数
や
散
布
の
方
法
を
工
夫
し

て
、
こ
れ
を
厳
し
く
管
理
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
方
々
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
家
庭
菜
園
や
市
民
農
園
の
利
用

者
の
方
々
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

不
用
意
に
農
薬
を
多
用
す
る
と
期

待
す
る
効
果
が
出
な
い
ば
か
り
で
な

く
、
安
全
で
新
鮮
な
農
産
物
を
作
る

つ
も
り
が
逆
効
果
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
農
薬
を
使
う
際

に
は
容
器
に
書
か
れ
た
用
法
や
用
量

を
守
り
、
周
囲
へ
飛
散
し
な
い
よ
う

な
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
農
薬
を
散
布
す
る
際
に
周

囲
へ
知
ら
せ
て
お
く
こ
と
で
、
影
響

を
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼ 

農
薬
の
使
用
回
数
と
量
を
減
ら
す
工
夫

▽ 

畑
を
よ
く
見
に
行
っ
て
、
被
害

や
広
が
り
が
小
さ
い
う
ち
に
効

果
的
な
防
除
を
行
う
。

▽ 

時
期
だ
け
を
目
当
て
に
し
た
無

駄
な
農
薬
散
布
は
し
な
い
。

▽ 

畑
の
条
件
に
あ
っ
た
、
病
害
虫

に
強
い
作
物
や
品
種
を
選
ぶ
。

▽ 

同
じ
土
地
に
続
け
て
同
じ
作
物

を
栽
培
し
た
り
、
窒
素
肥
料
を
入

れ
す
ぎ
た
り
す
る
と
、
土
の
状
態

が
悪
く
な
り
病
害
虫
の
発
生
が

多
く
な
る
の
で
注
意
す
る
。

▽ 
作
物
に
防
虫
網
を
掛
け
る
、
害
虫

の
捕
殺
や
被
害
部
分
の
除
去
な
ど

の
、
物
理
的
防
除
に
も
取
り
組
む
。

▼ 

農
薬
を
飛
散
さ
せ
な
い
工
夫

▽ 

風
の
少
な
い
日
を
選
び
通
学
時

間
を
避
け
る
な
ど
、
時
期
を
選
ぶ
。

▽ 

飛
び
散
り
に
く
い
粒
状
の
も
の

を
選
び
、
噴
霧
器
を
使
う
と
き

は
ノ
ズ
ル
の
向
き
や
高
さ
、
吹

き
付
け
る
圧
力
を
強
く
し
す
ぎ

な
い
な
ど
の
工
夫
を
す
る
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

〈
は
か
り
の
定
期
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
〉

　

商
店
・
工
場
・
病
院
・
学
校
な

ど
で
取
引
や
証
明
行
為
に
使
用
す
る

「
は
か
り
」
は
、
計
量
法
の
規
定
に

よ
り
、
２
年
に
一
度
定
期
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
は

そ
の
検
査
の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
場
合
は
必
ず
受
検
し

て
く
だ
さ
い
。
検
査
は
、
は
か
り
の

大
き
さ
や
種
類
に
よ
っ
て
、
次
の
よ

う
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼ 

集
合
検
査

　

福
島
県
計
量
検
定
所
が
指
定
す

る
期
日
・
場
所
で
行
う
検
査
で
、

ひ
ょ
う
量
５
０
０
㌔
グ
ラ
ム
未
満

の
「
一
般
小
型
は
か
り
」
な
ど
運

搬
可
能
な
も
の
が
対
象
で
す
。

▼ 

集
合
検
査
予
定

▽ 

日
時　

９
月
27
日
（
金
）　

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

▽ 

場
所　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

▼ 

所
在
場
所
検
査　

　
（
社
）
福
島
県
計
量
協
会
ま
た

は
一
般
計
量
士
が
は
か
り
の
所
在

場
所
に
出
向
い
て
行
う
検
査
で
、

「
電
気
式
は
か
り
」
や
ひ
ょ
う
量

５
０
０
㌔
グ
ラ
ム
以
上
の
「
中
型

は
か
り
」、
２
㌧
以
上
の
「
大
型

は
か
り
」、
な
ど
運
搬
不
向
き
な

も
の
や
「
一
般
小
型
は
か
り
」
で

あ
る
が
所
在
場
所
検
査
を
希
望
す

る
方
が
対
象
で
す
。

▼ 

所
在
場
所
検
査
予
定

▽ 

電
気
式
は
か
り
・
一
般
小
型
は
か
り

　

７
月
30
日（
火
）～
８
月
２
日（
金
）

▽ 

中
型
は
か
り

　

８
月
７
日（
水
）～
８
月
８
日（
木
）

▽ 

大
型
は
か
り

　

７
月
１
日（
月
）～
７
月
５
日（
金
）

▽ 

場
所　

各
事
業
所

▽ 

検
査
手
数
料　

有
料

※ 

中
型
・
大
型
は
か
り
の
場
合
、

　

こ
の
ほ
か
に
分
銅
運
搬
費
な
ど

　

別
途
諸
経
費
を
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼ 

定
期
検
査
の
た
め
の
事
前
調
査

　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

３
９
６
０

〈
ベ
ク
レ
ル
調
べ
る
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

　

交
通
手
段
が
徒
歩
や
自
転
車
の
方
の

検
体
を
役
場
窓
口
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

▼ 

持
込
み
方
法

　

測
定
す
る
物
（
検
体
）
を
平
日
（
月

か
ら
金
曜
日
）
の
８
時
30
分
か
ら
12

時
ま
で
に
役
場
１
階
住
民
課
窓
口
へ

届
け
て
い
た
だ
く
と
、
結
果
は
夕
方

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
土
、
日
及
び

祝
日
は
お
預
か
り
で
き
ま
せ
ん
。

　

返
却
を
希
望
す
る
方
は
、
窓
口

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

夏
期
は
、
食
材
が
傷
み
や
す
い
の

で
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
４
７
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〈
７
月
は
「
河
川
愛
護
月
間
」
で
す
〉

〜
豊
か
な
水
環
境
を
い
つ
ま
で
も
〜

　

河
川
か
ら
は
水
道
水
や
各
種
用

水
を
取
水
し
て
い
ま
す
。
安
全
で

安
定
的
な
水
を
確
保
し
、
ま
た
豊

か
な
水
環
境
を
後
生
に
残
し
て
い

く
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

● 

家
庭
で
で
き
る
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫

○ 

自
然
環
境
に
や
さ
し
い
洗
剤
を

使
用
す
る
。

○ 

化
学
合
成
洗
剤
を
使
用
す
る
場

合
は
、
用
途
を
守
っ
て
適
正
な

使
用
を
す
る
。

○ 

廃
油
な
ど
は
、
再
利
用
や
回
収

に
出
す
な
ど
し
て
、
排
水
に
直

接
流
さ
な
い
。

● 

河
川
な
ど
へ
の
ご
み
投
棄
は
や

め
ま
し
ょ
う

　

河
川
な
ど
へ
の
ご
み
や
油
な
ど

の
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
絶
対
に
捨
て
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

灯
油
な
ど
の
流
出
事
故
を
防
ぎ

　

ま
し
ょ
う

　

例
年
、
貯
油
タ
ン
ク
か
ら
の
移

し
替
え
や
配
管
の
破
損
な
ど
に
よ

る
油
の
河
川
へ
の
流
出
事
故
が
多

数
発
生
し
て
い
ま
す
。
油
が
河
川

に
流
出
す
る
と
、
下
流
域
の
水
道

や
農
業
用
水
、
漁
業
等
の
利
水
に

影
響
を
及
ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、

魚
類
な
ど
の
生
息
環
境
の
悪
化
を

招
き
ま
す
。

 　

各
家
庭
で
の
灯
油
な
ど
の
適
切

〈
水
道
検
針
の
お
知
ら
せ
〉

　
水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
７
月
の
検
針
と
し
て
、

委
託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

　

物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く

　

だ
さ
い
。

▽ 

犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー     

　

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い

　

で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

水
道
料
金
の
お
支
払
い

な
取
扱
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎ 

灯
油
な
ど
の
取
扱
い
の
ポ
イ
ン
ト

○ 

常
日
頃
か
ら
貯
油
タ
ン
ク
に
異
常

は
な
い
か
、
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

給
油
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

使
用
後
は
バ
ル
ブ
や
コ
ッ
ク
を

完
全
に
閉
め
ま
し
ょ
う
。

○ 

灯
油
な
ど
が
漏
れ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
た
ら
、
火
気
に
十
分

注
意
し
な
が
ら
直
ち
に
布
な
ど

で
回
収
し
、
河
川
に
流
出
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○ 
河
川
な
ど
の
水
質
に
異
変
を
感
じ

た
と
き
は
、
速
や
か
に
役
場
ま
た

は
消
防
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
４
７

▽ 

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

▽ 

基
本
料
金
は
、
使
用
水
量
に
か

か
わ
ら
ず
い
た
だ
く
料
金
で
、
水

量
料
金
は
使
用
水
量
に
応
じ
て
い

た
だ
く
料
金
で
す
。

▽ 

納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合

は
、
奇
数
月
の
25
日
で
す
。

▼ 

便
利
な
口
座
振
替
制
度

▽ 

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申

し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら

自
動
的
に
水
道
料
金
を
支
払
う

制
度
で
す
。

▽ 

各
取
扱
金
融
機
関
へ
、
金
融
機

関
届
出
印
鑑
と
通
帳
及
び
水
道

料
金
の
領
収
書
を
持
参
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

取
扱
金
融
機
関

　

た
む
ら
農
協
、
東
邦
銀
行
、
郡

山
信
用
金
庫
、
郵
便
局
各
支
店
、

東
北
労
働
金
庫
郡
山
支
店
、
郡
山

東
支
店

▼ 
量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）
の

　
交
換
を
し
ま
す

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー

タ
ー
）
は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
該
当
す
る
量
水
器

は
、
次
の
公
認
業
者
が
お
宅
へ
う

か
が
い
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
交
換
す
る
の
は
、
メ
ー

タ
ー
の
フ
タ
に
表
示
さ
れ
て
い
る

数
字
の
左
側
が「
18
」の
も
の
で
す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設

置
の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交

換
が
で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、

後
日
、
担
当
よ
り
ご
連
絡
し
ま
す
。

▽ 

施
工
公
認
業
者

　
（
有
）
橋
本
設
備
、（
有
）
本
田

ポ
ン
プ
店
、（
有
）
栁
沼
設
備
、
吉

村
管
工
所
、
神
設
備
、（
株
）
三

立
設
備
三
春
営
業
所

▽ 

交
換
手
数
料　

無
料

　

※
業
者
な
ど
が
料
金
を
請
求
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

問　

 

企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

 

☎
62-

２
５
０
０

〈
特
設
登
記
・
人
権
相
談
所
及
び

相
続
に
関
す
る
説
明
会
の
開
催
〉

　

法
務
局
で
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
て
い
る

方
々
を
始
め
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

か
ら
日
常
生
活
の
様
々
な
心
配
事
や

登
記
手
続
き
に
関
す
る
ご
相
談
を
お

受
け
す
る
た
め
「
特
設
登
記
・
人
権

相
談
所
」
及
び
「
相
続
に
関
す
る
説

明
会
」を
県
内
各
地
で
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
法
務
局
職
員
、

人
権
擁
護
委
員
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
及
び
公
証
人
が
お
受
け

い
た
し
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 
日
時　
７
月
16
日
（
火
）

▽ 
特
設
登
記
・
人
権
相
談
所

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

▽ 

相
続
に
関
す
る
説
明
会

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

▼ 

問　
福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　
　
　

 

☎
０
２
４-

５
３
４-

１
９
４
１

〈
外
国
人
住
民
の
住
基
ネ
ッ
ト

運
用
の
お
知
ら
せ
〉

● 

外
国
人
の
住
基
カ
ー
ド
交
付

　

平
成
25
年
７
月
８
日
か
ら
、
外

国
人
住
民
に
つ
い
て
も
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

（
住
基
ネ
ッ
ト
）
の
運
用
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
住
民
票

コ
ー
ド
が
付
番
さ
れ
、
本
人
へ
通

知
さ
れ
ま
す
。

○ 

外
国
人
住
民
の
方
も
お
住
ま
い

の
市
区
町
村
で
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

○ 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
（
電

子
証
明
書
）
の
利
用
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

○ 

お
住
ま
い
の
市
町
村
以
外
で
も

住
民
票
の
写
し
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用

○ 

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

○ 

電
子
申
請
に
使
わ
れ
る
公
的
認

証
サ
ー
ビ
ス
（
電
子
証
明
書
）

の
格
納
媒
体
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。

○ 

住
基
カ
ー
ド
取
得
者
は
、
住
基
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町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

三
春
の
む
か
し
あ
そ
び
を
楽
し
む
会

　

三
春
の
お
手
玉
遊
び
（
お
さ
ら
り
お
ひ
と
つ
）
と
め
ん
こ
遊
び
（
す
べ
り
）

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

伝
承
遊
び
に
興
味
の
あ
る
方
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
技
を
覚
え
た
い
方
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
／
場
所　
７
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時
／
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
２
階
和
室

▼ 

対
象　
興
味
の
あ
る
方
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼ 

主
催　
あ
そ
べ
や
ま
ん
ば
の
会　

代
表 

三
浦
和
子

▼ 

申
込
・
問　
事
務
局 

永
井
順
子
☎
０
９
０-

６
６
２
４-

３
８
５
９

● 

蓮
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

　

７
月
中
旬
か
ら
８
月
中
旬
に
か
け
て
、
法
蔵
寺
（
荒
町
）
で
蓮
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。

　

蓮
の
花
は
仏
教
の
平
和
な
世
界
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
大
賀
蓮
（
２
、

０
０
０
年
蓮
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
お
よ
そ
１
０
８
種
の
花
が
咲
き
競
い

ま
す
。
蓮
の
花
は
早
朝
が
見
頃
で
す
。
見
学
は
自
由
で
す
の
で
、
夏
の
朝

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
次
の
と
お
り
観
蓮
会
を
開
催
し
ま
す
。
蓮
茶
、
蓮
お
に
ぎ
り
な

ど
を
準
備
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 
観
蓮
会
日
時
／
場
所　
７
月
28
日
（
日
）
午
前
６
時
〜
／
法
蔵
寺

▼ 
問　
法
蔵
寺　

☎
62-

２
６
３
７

〈
歴
史
民
俗
資
料
館
友
の
会
か

ら
の
お
知
ら
せ
〉

　

歴
史
民
俗
資
料
館
友
の
会
で
は
、

布
ぞ
う
り
作
り
講
座
を
毎
年
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
も
毎
月
最
初
の

金
曜
日
、講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
資
料
館
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。講
座
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
、

用
意
す
る
も
の
な
ど
は
、
申
し
込
み

の
際
に
連
絡
し
ま
す
。

▼ 
日
時　
７
月
５
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

※ 
以
降
毎
月
第
１
金
曜
日
開
催

▼ 
場
所　
資
料
館
研
修
室
（
講
座

　

参
加
者
は
入
館
料
不
要
で
す
）

▼ 

参
加
料　
５
０
０
円

▼ 

定
員　
10
名
程
度

▼ 

そ
の
他　

　

必
ず
お
電
話
で
資
料
館
ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
際

に
、
準
備
品
な
ど
を
連
絡
し
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

５
２
６
３

● 
国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

　

ン
パ
ス
な
ど
の
お
知
ら
せ

　

優
秀
な
船
舶
運
航
技
術
者
の
育
成
を
目
的
と
し
た
学
校
で
す
。
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼ 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
日
程　
７
月
６
日
、
７
月
27
日
、
９
月
７
日

▼ 

選
抜
区
分　
Ａ
Ｏ
入
試
、
自
己
推
薦
入
試
（
２
回
実
施
）、
一
般
入
試
、

　

共
通
選
抜
入
試
（
多
種
多
様
の
選
抜
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▼ 

問　
岩
手
県
宮
古
市
磯
鶏
２-

５-

10　

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校 

教
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
１
９
３-
62-

５
３
１
６

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
転
出
・
転

入
の
届
け
に
よ
り
、
転
入
後
も

継
続
し
て
住
基
カ
ー
ド
を
利
用

で
き
ま
す
。

○ 

住
基
カ
ー
ド
取
得
者
が
郵
送
で

転
出
届
け
を
提
出
し
た
時
は
、
そ

の
ま
ま
、
転
入
地
で
転
入
の
届
け

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

た
だ
し
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
る
方
や
義
務
教
育
児
童
が

い
る
方
な
ど
は
、
別
途
手
続
き

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

住
基
カ
ー
ド
の
取
得
方
法

▼ 

申
請
日
／
申
請
時
間　

▽ 

平
日　
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　

〜
午
後
５
時
15
分

※ 

水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

▽ 

日
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
12
時

▼ 

申
請
に
必
要
な
も
の

　

運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な

ど
、
印
鑑

※ 

顔
写
真
撮
影
の
サ
ー
ビ
ス
も
い

　

た
し
ま
す
。

※ 

申
請
か
ら
交
付
ま
で
、
２
週
間

　

程
度
か
か
り
ま
す
。

▼ 

交
付
時
間　
　

　

 

平
日　

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　

〜
午
後
５
時
15
分

▼ 

発
行
手
数
料　
５
０
０
円

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

８
１
２
６

〈
平
沢
町
営
墓
地
の
分
譲
の
お

知
ら
せ
〉

　

現
在
、
大
字
平
沢
字
谷
戸
地
内

に
町
営
墓
地
を
建
設
中
で
す
。
分

譲
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
町
営

平
沢
墓
地
分
譲
に
つ
い
て
」
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
４
７
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広　
告　
欄

町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

消
防
吏
員
（
高
校
卒
程
度
）
募
集

　

平
成
26
年
４
月
１
日
採
用
の
郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
職
員
の
候
補

者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
郵
便
に
よ
る
受
験
申
し

込
み
は
、
受
付
期
間
最
終
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
受
付
け
ま
す
。

▼ 

受
験
資
格　
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
者
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼ 

募
集
人
員　
15
名
程
度

▼ 

受
付
期
間　
７
月
22
日
（
月
）
〜
８
月
30
日
（
金
）

▼ 

試
験
日
（
第
１
次
試
験
）　
９
月
29
日
（
日
）

▼ 

会
場　
郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

▼ 

問　
〒
９
６
３-

８
８
７
７　

郡
山
市
堂
前
町
５
番
16
号

　
　
　

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部　

人
事
教
養
係

　
　
　

☎
０
２
４-

９
２
３-

１
７
０
８

● 

三
春
幼
稚
園 

光
の
子
保
育
園
ト
ピ
ッ
ク

○ 「
小
象
バ
バ
ー
ル
被
災
地
を
巡
る
」
コ
ン
サ
ー
ト

　

３
人
の
女
性
音
楽
家
に
よ
る
園
児
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム 

「
小
象
バ

バ
ー
ル
の
物
語
」
の
ピ
ア
ノ
と
語
り
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 
日
時
／
場
所　
７
月
19
日
（
金
）　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

三
春
幼
稚
園

▼ 
対
象　
就
学
前
の
親
子

○ 
こ
ど
も
夏
祭
り

　

大
人
が
手
本
と
な
り
な
が
ら
、
子
ど
も
達
に
伝
統
や
楽
し
さ
を
伝
え
て

い
く
季
節
の
お
祭
り
で
す
。
盆
踊
り
や
花
火
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
や
き

そ
ば
・
焼
き
鳥
な
ど
軽
食
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

▼ 

日
時
／
場
所　
７
月
20
日
（
土
）　

午
後
５
時
〜
７
時
30
分　

三
春
幼
稚
園
駐
車
場

▼ 

問　
三
春
幼
稚
園 　

☎
62-

２
５
４
８

● 

三
春
町
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会
員
募
集　

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
増
進
の
た
め
、
室
内
で
誰
も
が
楽
し
く
で
き

る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
で
よ
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼ 

日
時
／
場
所　
三
春
町
民
体
育
館
（
毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
～
12
時
）

26

〈
ベ
ク
レ
ル
調
べ
る
セ
ン
タ
ー

持
ち
込
み
の
試
料
の
作
り
方
（
検

体
の
前
処
理
）
に
つ
い
て
〉

▼ 
試
料
の
採
取

　

野
菜
や
果
物
な
ど
は
、
畑
や
果
樹

の
で
き
る
だ
け
広
範
囲
な
場
所
か
ら

採
取
す
る
。

▼ 

洗
浄
（
水
洗
い
）
に
つ
い
て

① 

野
菜
は
根
及
び
変
質
葉
を
取
り
除
き
、

土
壌
な
ど
を
水
道
水
で
洗
い
流
す
。

※ 

白
菜
や
キ
ャ
ベ
ツ
は
葉
を
剥
が

し
て
洗
う
。（
シ
イ
タ
ケ
な
ど
き

の
こ
類
は
枯
葉
や
石
づ
き
を
取
り

除
き
、
水
道
水
を
浸
み
込
ま
せ
た

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
表
面
を
軽
く

拭
き
取
る
。
水
洗
い
は
し
な
い
）

② 

水
洗
い
後
は
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル

な
ど
で
水
気
を
拭
き
取
る
。

※ 

井
戸
水
で
洗
っ
た
場
合
は
全
て
４

時
間
程
度
経
過
し
て
か
ら
ベ
ク
レ

ル
調
べ
る
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
。

▼ 

前
処
理
（
刻
み
方
）
に
つ
い
て

① 

包
丁
、ま
な
板
、フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ

サ
（
ミ
キ
サ
ー
）
を
水
道
水
で
良

く
洗
う
。（
前
に
処
理
し
た
物
か

ら
の
汚
染
を
防
ぐ
た
め
重
要
）

② 

刻
み
方
は
も
の
に
よ
っ
て
違
う

の
で
、
次
の
も
の
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ（
ミ

キ
サ
ー
）
で
細
か
く
し
て
も
い
い

で
す
。

③ 

全
て
刻
ん
だ
後
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
、
良
く
撹
拌
（
混
ぜ
合
わ
せ

る
）
し
、常
温
の
状
態
で
持
ち
込
む
。

▼ 

そ
の
他

　

基
本
的
に
検
体
は
検
査
後
廃
棄
し

ま
す
が
、
返
却
を
希
望
す
る
場
合
は

受
付
で
申
し
出
て
下
さ
い
。
米
・
麦
・

粉
・
豆
・
蜂
蜜
な
ど
は
検
査
後
返
却

い
た
し
ま
す
。

▼ 

問	

ベ
ク
レ
ル
調
べ
る
セ
ン
タ
ー

	

☎
62-

０
２
２
２

	

三
春
の
里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー

	

☎
62-

８
０
１
０ 種を取り除いて刻む

硬い皮をむき、中の渋皮は付けたままで刻む

さやごと刻む

７～８ｃｍの大きさに切り、２～３枚重ねたビニール袋に入れて、木づ

食べられる部分をみじん切り(５ミリ以下程度)に刻む

大豆等の豆類
梅等種のあるもの
枝豆

かぼちゃ等硬いもの

野菜・果物
種　類

栗・銀杏
そのままで持ち込む

ちや金づちで叩いてから細かく切ると切りやすい。袋の破れに注意

刻み方

乾燥野菜
梅干し・蜂蜜など
米・麦・粉
野菜・果物・山菜

種　類 質　量 備　考

問い合わせください
７００グラム以上
１キログラム
500グラム以上

切り干し大根など
特に密度(比重)の高いもの
白米・玄米どちらも可
ブルーベリーは原型で可

＜ 前 処 理（ 刻 み 方 ） ＞
＜ 持 ち 込 む 重 量 ＞

広 告 欄



　台風が接近しやすい時季です。被害を少なくするため、
次のような対策を心がけましょう。

《台風がくる前に》
○ 家の周りで、風に飛ばされそうなものは片付け、補
　強が必要な箇所は補強する。
○ 断水に備えて水を確保し、非常持出品（懐中電灯、　
　携帯ラジオ、電池、食料や貴重品）を準備する。
○ 避難場所、避難経路を確認する。

《台風が接近している時》
○ テレビなどの気象情報に注意する。
○ 危険な場所には近寄らない。
○ 早く帰宅し、外出を控える。

台風に備えましょう

◆ 問い合わせ先　田村消防署 三春分署 ☎ 62-4049

広　
告　
欄

● 

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
26
年
３
月
新
規
大
学
等
を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成
23
年
３
月
以

降
に
卒
業
し
て
、
現
在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
正
社
員

で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

主
催　
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
福
島
県

① 
第
１
回
目
開
催
内
容

▼ 
期
日　
７
月
13
日
（
土
）

▼ 

場
所　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
（
郡
山
市
南
２
丁
目
52
番
地
）

▼ 

時
間
／
内
容　
午
後
１
時
〜
４
時
／
合
同
就
職
面
接
会

▼ 

参
加
企
業　
県
内
企
業
70
社
が
参
加
予
定

▼ 

問　
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課 

☎
０
２
４-

５
２
９-

５
３
９
６

② 

第
２
回
目
開
催
内
容

▼ 

期
日　
７
月
30
日
（
火
）

▼ 

場
所　
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
（
福
島
市
三
河
南
町
１
番
20
号
）

▼ 

時
間
／
内
容　
午
前
11
時
〜
12
時
／
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

 　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
／
合
同
就
職
面
接
会

▼ 

参
加
企
業　
福
島
・
二
本
松
地
区
の
企
業
35
社
が
参
加
予
定

▼ 

問　
福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 

☎
０
２
４-

５
３
４-

０
４
６
６

〈
生
涯
学
習
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
会
員
募
集
〉

　

生
涯
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
は
、
生
涯
学
習
課
や
そ
の
他

の
団
体
が
行
う
事
業
や
活
動
の

支
援
を
し
て
い
ま
す
。
会
員
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

様
々
な
体
験
や
出
会
い
が
あ
り
、

皆
さ
ん
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
が
で

き
る
範
囲
で
活
動
に
参
加
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
会
員
は
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ

ら
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼ 

主
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

図
書
館
の
本
整
理
・
さ
く
ら
湖
マ

ラ
ソ
ン
大
会
・
春
の
文
化
伝
承
館
案

内
・
成
人
式
・
さ
く
ら
湖
自
然
観
察

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど

▼ 

申
込・問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　
　

  　

☎
62-

３
８
３
７

※ 

年
３
回
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
審
判
講
習
会
、
ク
ラ
ブ
に
よ
る
親
善
大
会
を

　

開
催
し
、
こ
の
他
に
も
県
・
市
町
村
に
よ
る
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

▼ 

問　
渡
辺
義
広 

☎
62-

３
６
２
３
、
吉
田
勝
子 

☎
62-

５
２
２
８

● 

第
５
回
三
春
南
東
北
公
開
講
座
を
開
催

　

毎
年
７
月
の
開
所
日
に
合
わ
せ
て
、
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

入
場
料
は
無
料
で
、地
域
の
皆
さ
ま
に
医
療
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
配
信
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
７
月
27
日（
土
）　

午
後
２
時
〜
３
時（
午
後
１
時
15
分
よ
り
受
付
）

▼ 

会
場　
三
春
南
東
北
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

▼ 

演
題　
「
え
！
た
ば
こ
を
吸
う
と
糖
尿
病
に
な
る
の
？
」

▼ 

講
師　
一
般
財
団
法
人 

脳
神
経
疾
患
研
究
所
附
属 

総
合
南
東
北
病
院 

 　
　
　
　

心
臓
・
循
環
器
セ
ン
タ
ー
長 　
菅
野
恵　

先
生 

▼ 

入
場
料　
無
料

▼ 

問　
事
務
室　

佐
藤　

☎
61-

２
５
１
１

27

募　

集

暮
ら
し

広 告 欄



◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

平
成

2
5
年

7
月
１
日
発
行

毎
月
１
日
１
回
発
行

編
集
発
行
／
三
春
町
役
場
総
務
課
企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

☎
0
2
4
7
-6

2
-2

1
1
1
（
代
）


0
2
4
7
-6

1
-1

1
1
0

〒
9
6
3
-7

7
9
6
　
福
島
県
田
村
郡
三
春
町
字
大
町
１
-
２

e
ー

m
ail:m

iharum
g@

tow
n.m

iharu.fukushim
a.jp

広
報

み
は

る
2013.7
№

1004

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。）

今月のバス運休日：7・14・21・28 日

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

30

4 5 6

12 1311

19 2018

25 26 27

3

108

14

9

1715

21

16

2422 23

1 2

7

28

町営バス運休カレンダー（７月）

日 月 火 水 木 金 土

29 31

◎ 少年の　明るい未来　地域から（三瓶朋紀・岩江中学校３年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 18 ページに掲載しています。7 月の行事カレンダー

※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
（
19
時
ま
で
）、
毎
週
日
曜
日
（
８
時
30
分
〜
12
時
）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

第23回参議院議員通常選挙公示日

布ぞうりづくり講座（10時～・歴史民俗資料館）

第23回参議院議員通常選挙期日前投票（〜20日・8時30分〜20時・三春町役場）

ミニシアター（10時～・中央児童館）

ボランティア活動（13時30分～・中央児童館）

子宮頸がん検診（8時～10時30分受付・保健センター）

食育講座（離乳食編）（10時～11時・子育て支援センター）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

行政相談（9時30分～12時・シルバー人材センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

のびのびの日（9時～11時・子育て支援センター）

こころの健康相談会（14時～・保健センター）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

保健センター開放日（9時～15時30分）

星を見る会（20時～22時・自然観察ステーション）

料理クラブ（9時30分～・中央児童館）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

17（水）

18（木）

20（土）

21（日）

23（火）

24（水）

26（金）

27（土）

28（日）

30（火）

31（水）

乳幼児健診・3歳児（13時〜13時30分受付・保健センター）

こころの健康相談会（9時30分～・保健センター）

木曜おはなし会（放課後～・町民図書館）

乳幼児健診・1歳6か月児（13時〜13時30分受付・保健センター）

おりがみクラブ（9時30分～・中央児童館）

町営貝山プールオープン（～8月25日・9時〜15時55分）

星を見る会（20時～22時・自然観察ステーション）

第23回参議院議員通常選挙投票日（7時～19時・各投票所）

遊びの広場（10時～11時30分・子育て支援センター）

献血車来町（9時30分〜・町内）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

保健センター開放日（9時～15時30分）

子育てサロン（10時〜11時・保健センター）

食改さんのおやつやさん（11時～・保健センター）

理科クラブ（9時30分～・中央児童館）

さくら湖自然教室（8時～11時30分・さくら湖周辺）

すいかわり・種飛ばし大会（14時～・中央児童館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・町立三春病院）

2（火）

4（木）

5（金）

6（土）

7（日）

9（火）

10（水）

12（金）

13（土）

14（日）

16（火）

※平成24年度青少年健全育成標語入選作品

【行政相談】7月 9日（火）午前 9時 30分〜 12時
　／シルバー人材センター（南町）／行政相談委員

【人権相談】7 月 9 日（火）午前 10 時〜午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員・弁護士

【心配ごと相談】7月２・９・16・23・30日（火）
　午前 9時〜 12時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】7月 12日（金）
　午後 1時〜 3時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎62-3166

●●●今月の相談●●●

受診の際には、健康保険証を忘れずにご持参ください。

福島県医師会　http://www.fukushima.med.or.jp
田村医師会　　http://www.tma.or.jp/

7月7日

14日
15日
21日

28日

西山医院
町立三春病院
秋元医院
南東北病院滝根診療所
清水医院
町立三春病院
町立三春病院

三春町
三春町
船引町
滝根町
船引町
三春町
三春町

☎62-2473
☎62-3131
☎82-1514
☎78-2442
☎82-3535
☎62-3131
☎62-3131

（日）

（日）

（月）

（日）

（日）

田村市

田村市

田村市

人口・世帯数

7月 31日（水）　固定資産税 第 2期　国民健康保険税 第１期　介護保険料 第１期納  期  限

※ 平成 22年 10月 1日国勢調査の人口基準・平成25年 6月１日現在（前月比）

人口 17,512 人（-26）う
ち男性8,480 人（-17）・女性 9,032 人（-9）／世帯数 5,499世

帯

町営バスだより


